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第1章 :はじめに

l 「HP DemandManagementについて」(8ページ)

l 「HP DemandManagementシステムの概要」(9ページ)

l 「多言語PPMCenterインスタンスでのHP DemandManagementの使用」(12ページ)

l 「関連ドキュメント」(12ページ)

HP Demand Managementについて
HP DemandManagementは、リクエストを作成から実装まで管理するProject and Portfolio Management
Center (PPM Center)のコンポーネントです。各リクエストは、ユーザインタフェースで視覚的に表される

ワークフローを使用して処理されます。HP DemandManagementには、これらのリクエストを処理するため

のツールと設定可能なプロセスが備わっています。必要な情報がプロセスの適切な時期に確実に収集

および検証されるよう、プロセス固有の情報の入力を求めることによって、データのキャプチャが行われま

す。

HP DemandManagementは、さまざまな承認方法を使用することで複雑なビジネスルールに従うことがで

きます。リクエストがさまざまなワークフローステップを通過するたびに、電子メールやページャに通知を行う

よう設定できます。優先順位付け機能と委任機能を使用すると、適用されたワークフローに従ってリクエ

ストを効率的に進め、関連する部署、グループ、または個人にワークフローをルーティングできます。

本書には、次の情報が記載されています。

l HP DemandManagementでは、リクエストとは、アクションとプロセスを開始および進ませる手段です。

リクエストには、リクエストをワークフローに従って進める一連のアクションの実行に必要なすべての情

報が含まれています。「リクエストの表示」(45ページ)で、HP DemandManagementリクエストの主要

機能に関する情報について説明します。

l HP DemandManagementを使用すると、単純なソフトウェアの不具合リクエストからプロジェクト範囲

の変更リクエストまで、いくつかの異なるタイプのリクエストを送信できます。「リクエストの作成」(14ペー

ジ)で、これらのリクエストの作成方法の詳細について説明します。

l リクエストを作成したら、そのリクエストを処理および管理します。「リクエストの処理と管理」(71ページ)
で、リクエストを開いて更新する方法、およびレポートとポートレットを使用してリクエストを管理する手

順について説明します。

l HP DemandManagementとHP Project Managementの両方を所有しているHPカスタマは、HP
DemandManagementのリクエストトラッキング機能をHP Project Managementの送信可能日付およ

び実績日付のトラッキング機能と統合できます。「リクエストとプロジェクトの統合」(102ページ)で、タス

クとリクエストの統合および使用方法に関する情報について説明します。

l HP DemandManagementには、DemandManagerがリクエストの監視と管理に使用できる事前設定
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されたページが用意されています。「[DemandManager]ページ」(105ページ)で、事前設定されたペー

ジの説明とページに表示されるポートレットについて説明します。

HP Demand Managementシステムの概要
HP DemandManagementリクエスト解決システムは、リクエストを作成から解決までトラッキングするため

に使用されます。リクエスト解決システムの主要コンポーネントは、リクエストとワークフローです。

リクエストは、HP DemandManagementの基本的な作業単位です。ヘルプが必要な場合、リクエストを

作成します。問題を報告する場合も、リクエストを作成します。何かを実行する必要がある場合にも、リ

クエストを作成します。

リクエストを作成したら、解決に至るためのプロセスに従わなくてはなりません。ワークフローとは、リクエスト

が解決に至るために辿るプロセスです。ワークフローはワークフローステップから構成され、各ワークフロース

テップは意思決定またアクションに対応します。

各ワークフローステップでは、情報をリクエストに追加して、既存の情報を更新できます。たとえば、機能

拡張リクエストを作成して、アプリケーションに対する変更をリクエストできます。リクエスト解決プロセスの

後半の段階では、機能拡張リクエストが承認されると、開発者が機能拡張リクエストの作業にアサイン

されます。

PPMCenterでは、リクエストの詳細ページを介してリクエストと情報をやり取りします。このリクエストの詳

細ページには、リクエストに関するすべての情報が表示されます。リクエストの詳細ページは、リクエストに

関する意思決定とアクションを行う場所です。

意思決定を行うか、アクションを完了したら、ユーザはリクエストの詳細ページに手動でアクセスし、意思

決定またはアクションを選択する必要があります。その後、リクエストはワークフローの次のステップに進み、

そこで別のユーザが意思決定または適切なアクションを実行します。図1-1に、サンプルリクエストのワーク

フローステップを示します。
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図1-1. リクエストとワークフロー

リクエスト、リクエストタイプ、およびリクエストステータス
リクエストの詳細ページには、特定のビジネスプロセスを完了するのに必要なすべての情報が表示されま

す。各リクエストには、「バグ」や「機能拡張」などのリクエストタイプが関連付けられています。リクエストタイ

プによって、含まれるフィールド、参加者、従うワークフローなど、リクエストの基本的な機能が決まりま

す。
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リクエストステータスは、リクエストの現在のステータスのサマリ指標です。たとえば、リクエストには、新規、

アサイン済み、進行中のリクエストステータスがあります。リクエストがワークフローに従って移動すると、リク

エストステータスが自動的に割り当てられます。HP DemandManagementには、業務のニーズに合わせ

て変更できるHP提供のリクエストタイプが用意されています。

ワークフローとワークフローステップ
ワークフローは、プロセスを始めから終わりまで定義する一連の論理ステップから構成されています。任意

のビジネスプロセスを仮想的に処理するようにワークフローを設定できます。固定した一連のプロセスに組

織を適応させるのではなく、ワークフローを作成して既存のプロセスを自動化できます。

ワークフローステップは、完全なワークフローを形成するために互いに連結されるイベントです。HP
DemandManagementでは、次の4タイプのワークフローステップを使用します。

l 意思決定 :意思決定ワークフローステップでは、ユーザまたはグループは、リクエストの承認やタスクの

完了など、意思決定または何らかのアクションを行う必要があります。意思決定ワークフローステップ

は、リソースがそのステップに相応しい意思決定またはアクションを行ったことを示すために、手動で更

新されます。

l 実行 :実行ワークフローステップでは、システムがアクションを実行し、その結果でワークフローステップを

更新します。実行ワークフローステップは、トークンの値の計算など単純な場合もあれば、パッケージ

の作成やWebページの更新などのように複雑な場合もあります。実行ワークフローステップは自動的

に更新され、アクションの結果を反映します。

l 条件 :条件ワークフローステップは論理ステップで、AND/ORステートメントを含めることができます。条

件ワークフローステップは、すべての入力がワークフローステップを満たしてからプロセスが次のステップへ

進むようにするなど、複雑なワークフロー処理に使用されます。

l サブワークフロー:サブワークフローワークフローステップは、リクエストに関連付けられたワークフローで使

用される小さな自己完結型のワークフローです。

リクエスト処理とデータの整合性
リクエスト解決中に収集される情報は、通常、ワークフローに従ってリクエストを移動させるために必要に

なります。リクエスト作成時にリクエストに関連する一部の情報は利用可能ですが、その他の情報はワー

クフローの別のステップで取得されます。

別のワークフローステップで必要になった情報を取得するために、HP DemandManagementでは、条件

付きフィールド動作を使用します。たとえば、新しいリクエストを作成するとします。最初は、 [アサイン先 ]
などのフィールドは不要で、無効にしておくこともできます。

ただし、ワークフローのあるステップで、ユーザをリクエストにアサインする必要があります。この場合、その

ワークフローステップで、問題に取り組んでいるユーザまたはグループは、 [アサイン先 ] フィールドへの入力

が求められます。この時点で必須になったフィールドには赤色のアスタリスクが付き、ユーザがアサインされ

るまで、リクエストが次のワークフローに進めません。また、 [アサイン先 ] フィールドへの入力が完了しない

限り、リクエストを保存できません。
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多言語PPM CenterインスタンスでのHP Demand
Managementの使用
PPMCenterが複数の言語をサポートしている場合、作成または変更するHP DemandManagementエ
ンティティ (リクエストタイプ、リクエストヘッダタイプ、通知、ワークフロー、リクエストなど)にどのような影響が

あるかを理解しておきましょう。

複数言語ユーザインタフェース (MLU)を持つPPMCenterインスタンスでHP DemandManagementを使

用する場合、次を注意してください。

l 作成するエンティティは、ログオン時に選択した言語 (セッション言語 )で定義されます。エンティティの

作成後、そのエンティティは定義言語でのみ変更できます。

l エンティティをセッション言語以外の言語で定義した場合、最初に定義言語を変更しない限り、エン

ティティを編集できません。

l PPMWorkbenchからエンティティをコピーし、そのエンティティがセッション言語以外の言語で定義され

ている場合、そのエンティティの既存の翻訳をコピーできます。

l 通知の受取人は、通知をセッション言語で閲覧表示できます。通知受取人のセッション言語が

PPMCenterインスタンスでサポートされていない場合は、通知の定義言語が使用されます。

セッション言語、定義言語、および複数言語ユーザインタフェース (MLU)でのHP DemandManagement
エンティティの翻訳の詳細については、『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

関連ドキュメント
HP DemandManagementに関連する情報の詳細については、次のドキュメントを参照してください。

l HP DemandManagement設定ガイド

l Tracking andManaging IT Demandユーザーガイド

l Tracking andManaging IT Demand Configuration Guide

l Multilingual User Interface Guide

l HP TimeManagementユーザーガイド

l HP TimeManagement Configuration Guide

l HP Project Managementユーザーガイド

l Reports Guide and Reference

HP DemandManagementユーザーガイド
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l スタートアップガイド

l 新機能と変更点

l HPエンティティガイド (HP DemandManagementのすべてのポートレット、リクエストタイプ、ワークフ

ロー、およびワークフローの説明があります。)

HP DemandManagementユーザーガイド
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第2章 :リクエストの作成

l 「リクエストの作成の概要 」(14ページ)

l 「リクエストの作成」(16ページ)

l 「XMLファイルからのリクエストのインポート」(23ページ)

l 「リクエストへのリソースのアサイン」(29ページ)

l 「リクエストへの参照の追加の概要」(32ページ)

l 「リクエストのサービスの指定」(42ページ)

リクエストの作成の概要
HP DemandManagementでは、リクエストとは、アクションとプロセスを開始する手段です。リクエストには、

一連のアクションを実行し、ワークフローに従って移動するために必要なすべての情報が含まれていま

す。

リクエストに含まれている情報は、リクエストタイプによって異なります。たとえば、機能拡張リクエストを作

成する場合、入力する情報は、アプリケーションの不具合リクエストを作成する場合とは異なります。た

だし、ほとんどのリクエストタイプには、共通の基本構成があります。

図2-1は、最小化して主要セクションのみを表示したリクエストの詳細ページです。リクエストの詳細ペー

ジの主要セクションは次のとおりです。リクエストの詳細ページの主要セクションは次のとおりです。

l ヘッダセクション: リクエストタイプ、リクエストの作成者、作成日付などの一般的な情報が含まれてい

ます。この場合、ヘッダセクションには [サマリ] と [作業項目フィールド ]サブセクションがあります。

l 詳細セクション:問題の説明、影響を受けるビジネス領域、リクエストの解決など、リクエストに固有

の情報が含まれています。通常、リクエストを作成する場合、詳細セクションのいくつかのフィールドへ

の入力が求められます。この場合、詳細セクションのサブセクションは、 [メモ] と [参照 ]を除く残りのセ

クションになります。

l [メモ]セクション: リクエストに関して付記する情報を入力するフィールドがあります。メモの入力はオプ

ションです。

l [参照 ]セクション: リクエストに関するその他の情報を追加および表示します。たとえば、リクエストへの

参照としてドキュメントを添付したり、URLを指定したりできます。

HP Project and Portfolio Management Center (9.30) 14 / 112ページ



図2-1. 一部のセクションが最小化されたリクエストの詳細ページ

リクエストの詳細ページについては、「リクエストの表示」(45ページ)を参照してください。

HP DemandManagementユーザーガイド
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リクエストの作成
リクエストを作成するには、次の場所からアクセスできる [新規リクエストの作成 ]ページを使用します (詳
細については、後続の項で説明します)。

l メニューバー

l リクエストの詳細ページの [参照 ]セクション

l HP Project Managementのプロジェクト

l HP Project Managementのタスク

l HP Deployment Managementのパッケージ

l HP Deployment Managementのリリース

HP Project Managementからリクエストを作成する方法については、「リクエストとプロジェクトの統合」(102
ページ)を参照してください。HP Deployment Managementからリクエストを作成する方法については、

『HP Deployment Managementユーザーガイド』を参照してください。

メニューバーからリクエストを作成
リクエストの作成にはメニューバーを使用するのが一般的です。リクエストを作成すると、リクエストには自

動的に固有の番号がアサインされ、最初から最後までトラッキングされます。これにより、タスクを確実に

完了し、リクエストのワークフロー内のすべてのステップの情報を確認することができます。

注意 : PPMCenterインスタンスが複数言語をサポートしている場合、新しいリクエストタイプを作成

すると、その定義言語が自動的に現在のセッション言語に設定されます。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

リクエストを作成するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 次のいずれかを行います。

n 初めてリクエストを作成する場合は、 [作成 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

[新規リクエストの作成 ]ページが開きます。

HP DemandManagementユーザーガイド
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n 最近使用したリクエストタイプを使用してリクエストを作成するには、 [作成 ] メニューで、 [リクエス

ト ] > [<リクエストタイプ>]をクリックして、手順5に進みます。

[リクエストの作成 ]サブメニューには、最近使用したリクエストタイプが5つまでリスト表示されま

す。これは、 [新規リクエストの作成 ]ページの [目的のアクションに基づいて作成 ]セクションにリス

ト表示されているリクエスト表示と対応しています。あるリクエストタイプのすべてのリクエスト (ク
ローズしたリクエストを含む)を削除すると、そのリクエストタイプは [リクエストの作成 ]サブメニュー

から削除されます。 [リクエストの作成 ]サブメニューは、最近作成したリクエストタイプがすべて削

除されると非表示になります。

n それ以外の場合、 [作成 ] メニューで、 [リクエスト ] > [他のタイプ]をクリックします。

[新規リクエストの作成 ]ページが開きます。

HP DemandManagementユーザーガイド
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3. [リクエストタイプ] リストから、作成するリクエストタイプを選択します。

選択するリクエストタイプは、ライセンスとアクセス許可、アサインされるセキュリティグループによって異

なります。 [目的のアクションに基づいて作成 ]セクションには、最近作成されたリクエストタイプがリス

ト表示されています。

4. [作成 ]をクリックします。

HP DemandManagementユーザーガイド
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[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ページが開きます。

リクエストの詳細ページに表示されるセクションは、選択したリクエストタイプによって異なります。

5. ヘッダセクションで、必要に応じてフィールドに入力します。この場合、ヘッダセクションには [サマリ]サ
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ブセクションがあります。

ヘッダセクションには、リクエストに関する一般的な情報を入力するためのフィールドがあります。必須

フィールドには、赤色のアスタリスクが付いています。他のすべてのフィールドはオプションですが、これ

らのフィールドを使用して、リクエストをレビューしている他のユーザに役立つ情報を提供できます。

6. 詳細セクションで、必須フィールドに入力し、リクエストに役立つその他の情報を入力します。この場

合、詳細セクションのサブセクションは、 [メモ] と [参照 ]を除く残りのセクションになります。

詳細セクションには、サブセクションを設定できます。特定のフィールドに関する情報については、

フィールドの横にある [ヘルプ]アイコン (使用可能な場合 )をクリックします。

7. [メモ]セクションには、他のユーザが使用可能なリクエストに関する追加情報を入力します。

8. 参照をリクエストに追加するには、 [参照 ]セクションを使用します。

インターネットでアクセス可能なファイルを参照したり、ローカルマシンのドキュメントまたはファイルを現

在のリクエストに添付したりできます。パッケージ、タスク、リクエストを参照することもできます。参照の

追加方法の詳細については、「リクエストへの参照の追加の概要」(32ページ)を参照してください。

9. [送信 ]をクリックします。

[リクエストの作成が確認されました]ページが開き、新規リクエストにアサインされた番号およびリクエ

ストの説明が表示されます。

注 :

n server.confファイルに次の行を手動で追加すると、 [リクエストの作成が確認されました]
ページはスキップできます。

com.kintana.core.server.SKIP_REQUEST_CREATE_CONFIRMATION_PAGE=true

この機能を有効にした場合は、 [送信 ]をクリックした後、直接 [リクエスト詳細 ]ページに進

めます。また、 [リクエスト詳細 ]ページの [ステータス]セクションの上には、リクエストが作成さ

れたことを示す情報ボックスが表示されます。このボックスを閉じる場合は [削除 ]アイコンをク

リックしてください。

ただし、実行ワークフローステップが最初のステップとして設定されている場合は、PPM
Workbenchの [実行 ]ウィンドウで [ユーザにリクエストページが表示される前に、実行を終

了 ]オプションを選択していても、 [リクエスト詳細 ]ページに進んだときにステップの実行が終

了していないことがあります。この場合は、PPMCenterに正しいリクエストステータスが表示さ

れてリクエストの変更がさらに行えるように、ステップの実行後に [リクエスト詳細 ]ページを更

新してください。

n PPMCenterは、リクエストの送信前にリクエストを保存するよう設定できます。自分のサイト

でこの機能を有効にするには、アプリケーション管理者に問い合せてください。

10. 送信済みリクエストに対して生成された詳細ページを表示するには、 [リクエスト番号 ]をクリックしま

す。
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新しいリクエストを送信すると、HP DemandManagementによって新規などの初期ステータスがアサインさ

れ、関連付けられているワークフローに応じて、承認、意思決定、アクションという標準のビジネスプロセ

スに従ってルーティングされます。詳細については、「リクエストの処理と管理」(71ページ)を参照してくださ

い。

[参照]セクションからのリクエストの作成
リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションからリクエストを作成できます。

注意 : PPMCenterインスタンスが複数言語をサポートしている場合、新しいリクエストタイプを作成

すると、その定義言語が自動的に現在のセッション言語に設定されます。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションからリクエストを作成するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

[リクエストの検索 ]ページが開きます。

3. リクエストを検索するには、検索基準を入力して、 [検索 ]をクリックします。

4. [リクエスト検索結果 ]セクションの [リクエスト番号 ]列で、番号をクリックして対応するリクエストを開

きます。

リクエストの詳細ページが開きます。

5. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

6. [新規参照 ] リストから、 [リクエスト (新規 )]を選択します。

7. [追加 ]をクリックします。

[新規リクエストの作成 ]ページが開きます。
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8. [リクエストタイプ] リストから、作成するリクエストのタイプを選択します。

9. [リレーションシップ]で、新規リクエストをオープン済みリクエストと関連付けるオプションを選択します。

注 : リクエスト間のリレーションシップの確立の詳細については、「リクエストへの参照の追加の概

要」(32ページ)を参照してください。

10. [作成 ]をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ページが開きます。

11. 赤色のアスタリスクが付いているフィールドに、必須情報をすべて入力します。

12. リクエストに役立つ追加情報を入力します。

注 : [新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ページの入力方法については、「メニューバーからリクエス

トを作成」(16ページ)を参照してください。

13. [送信 ]をクリックします。

リクエストのコピーによるリクエストの作成
既存のリクエストをコピーして、リクエストを作成できます。これで両方のリクエストに共通する情報の再入

力が不要になります。

注意 : PPMCenterインスタンスが複数言語をサポートしていて、既存のフィールドをコピーしてリクエ

ストを作成した場合、元のエンティティの定義言語が異なっていても、コピーアクションの結果として
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作成された新規リクエストでは、その定義言語が自動的に現在のセッション言語に設定されます。

詳細については、『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

既存のリクエストをコピーするには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開きます。

注 : リクエストを開くには、「リクエストを開いて更新」(78ページ)を参照してください。

リクエストの詳細ページが開きます。

3. 右上隅の [コピー]をクリックします。

[リクエストのコピー]ページが開きます。

4. 元のリクエストに関連付けられているメモを新しいリクエストに追加するには、 [リクエストメモのコピー]
チェックボックスを選択したままにします。

5. 元のリクエストに関連付けられている参照を新しいリクエストに追加するには、 [リクエスト参照のコ

ピー]チェックボックスを選択したままにします。

6. [コピー]をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ページが開き、コピーされた情報が表示されます。ヘッダセクション

と詳細セクションのすべてのフィールドの値が新しいリクエストに複製されます。

7. 必要に応じてフィールドの値を変更し、 [送信 ]をクリックします。

[リクエストのコピーが確認されました]ページに、リクエストが正常にコピーされたことが示されます。

8. 新規リクエストまたはコピーされたリクエストを開くには、表示されているリクエスト番号をクリックしま

す。

XMLファイルからのリクエストのインポート
XMLファイルをコンピュータ上で作成し、XMLバージョンのリクエストが必要なプロセスを完了させるため、

次のタスクを実行できます。
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l 「XMLファイルからのリクエストのインポート」(24ページ)

l 「特定の形式でのリクエストのXMLファイルへのエクスポート」(27ページ)

XMLファイルからのリクエストのインポート
[XMLからのリクエストのインポート ] メニューオプションを使用して、XMLファイルをリクエストとしてインポート

できます。Webページでは、XMLファイルをXSLTテンプレートと同様に入力として使用し、指定したXML
ファイルをインポートして新しいリクエストを作成または既存のリクエストを更新します。

インポートタスクを実行するには、「DemandMgmt: リクエストのインポート」アクセス許可が必要です。

XMLファイルのインポートによる新しいリクエストの作成

XMLファイルをインポートして新しいリクエストを作成するには

1. PPM Centerにログオンします。

2. [開く] メニューで、 [Demand Management] > [XMLからのリクエストのインポート ]をクリックします。

[XMLからのリクエストのインポート ]ページが開きます。
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3. [インポートするXMLファイル] フィールドで [参照 ]をクリックして、インポートするXMLファイルを検索し

て選択します。

4. [XSLテンプレート ] フィールドで、ドロップダウンボタンをクリックして、インポートしたXMLファイルに関連

付けるXMLテンプレートを選択します。

XSLテンプレートは、管理者ユーザがPPMWorkbenchで設定します。XSLテンプレートの設定の詳

細については、『HP DemandManagement設定ガイド』を参照してください。

5. [新規リクエストの作成 ]を選択します。

6. (オプション)初めてXMLファイルをインポートする場合は、正式にインポートする前にテストすることも

できます。この場合、 [テスト ]ボタンをクリックします。

XMLファイルが正常にインポートされるかがテストされます。

n テスト結果ページに「テストは正常に完了しました。」と表示された場合、手順7に進んでくださ

い。

n 「受信XMLファイルの解析中にエラーが発生しました...」と表示された場合、原因を解決し、

XMLがインポートできるようにしてください。

7. [インポート ]ボタンをクリックします。

8. インポート結果と、新しく作成されたリクエストのIDを確認します。

注 : インポートされたXMLが選択したXSLテンプレートと一致しない場合でも「テスト/インポート

は正常に完了しました」というメッセージが表示されますが、対応するリクエスト IDは生成され

ず、ログに「pass:0」と記録されます。

9. [戻る]をクリックして、 [XMLからのリクエストのインポート ]ページに戻ります。

XMLファイルのインポートによる既存のリクエストの更新

XMLファイルをインポートして既存のリクエストの更新するには
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1. PPM Centerにログオンします。

2. [開く] メニューで、 [Demand Management] > [XMLからのリクエストのインポート ]をクリックします。

[XMLからのリクエストのインポート ]ページが開きます。

3. [インポートするXMLファイル] フィールドで [参照 ]をクリックして、インポートするXMLファイルを検索し

て選択します。

4. [XSLTテンプレート ] フィールドで、ドロップダウンボタンをクリックして、インポートしたXMLファイルに関

連付けるXMLTテンプレートを選択します。

XSLTテンプレートは、管理者ユーザがPPMWorkbenchで設定します。XSLTテンプレートの設定の

詳細については、『HP DemandManagement設定ガイド』を参照してください。

5. [既存のリクエストの更新 ]を選択します。

こうすると、 [Request ID] フィールドが有効になります。

6. [Request ID] フィールドのセレクターアイコンをクリックします。

ポップアップウィンドウに、利用可能なすべての選択肢がリスト表示されます。検索フィルタを入力し

て目的のリクエスト IDを探すか、リストから値を選択します。

7. (オプション)初めてXMLファイルをインポートする場合は、正式にインポートする前にテストすることも
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できます。この場合、 [テスト ]ボタンをクリックします。

XMLファイルが正常にインポートされるかがテストされます。

n テスト結果ページに「テストは正常に完了しました。」と表示された場合、手順8に進んでくださ

い。

n 「受信XMLファイルの解析中にエラーが発生しました...」と表示された場合、原因を解決し、

XMLがインポートできるようにしてください。

8. [インポート ]ボタンをクリックします。

9. インポート結果と、新しく作成されたリクエストのIDを確認します。

注 : インポートされたXMLが選択したXSLテンプレートと一致しない場合でも「テスト/インポート

は正常に完了しました」というメッセージが表示されますが、対応するリクエスト IDは生成され

ず、ログに「pass:0」と記録されます。

10. [戻る]をクリックして、 [XMLからのリクエストのインポート ]ページに戻ります。

特定の形式でのリクエストのXMLファイルへのエクスポート
レポートを作成して、リクエストを特定の形式でXMLにエクスポートするには

1. PPM Centerにログオンします。

2. [開く] メニューで、 [レポート ] > [レポートの作成 ]をクリックします。

[新規レポートの送信 ]ページが表示されます。

3. [カテゴリ別にレポートを選択 ]セクションで次を選択します。

n [レポートカテゴリ]で、該当するカテゴリを選択します。

n 新しく作成したレポートタイプのリンクをクリックします。

[レポートの送信 : <レポート名>]ウィンドウが開きます。
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4. [レポートパラメータ]セクションの、

a. [Request ID] フィールドで、セレクターアイコンを使用してリクエスト番号を指定します。

b. [Templete] フィールドで、セレクターアイコンを使用してテンプレートを選択します。

5. [送信 ]をクリックします。

[レポートの送信 ]ウィンドウが開きます。レポートが完了するとステータスは更新されます。

6. 完了したXMLレポートは、別ウィンドウに表示されます。
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リクエストへのリソースのアサイン
リクエストを作成または編集する場合、リクエストの詳細ページの [サマリ]セクションまたは [リソース]セク

ション (管理者がリソーストラッキングを有効にしている場合 )から、リソースを手動でリクエストにアサインで

きます。

リクエストの詳細ページの [サマリ]セクションからリソースを

アサインする
リクエストの詳細ページの [サマリ]セクションから個々のリソースをアサインするには、次の手順を実行しま

す。

1. [アサイン先 ] フィールドの右側にあるリソースセレクタアイコン をクリックします。

[検索と選択 ]ウィンドウが開きます。

2. 次のいずれかを行います。

n リストされているリソースをスクロールして、アサインするリソースを選択します。

n リストされているリソースの数を制限するには、次の手順を実行します。
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i. [アサイン先 ]、 [部署 ]、 [名 ]、 [姓 ]の各フィールドを任意に組み合わせて検索プリファレンス

を入力します。

ii. [検索 ]をクリックします。

iii. 表示されたリソースのリストから、リソース名を選択します。

[検索と選択 ]ウィンドウが閉じ、 [アサイン先 ] フィールドに選択したリソース名が表示されます。

注 : リソースを追加するには、リクエストを保存するか、新規リクエストの場合は、リクエストを送

信する必要があります。

[サマリ]セクションから複数のリソースをアサインするには、次の手順を実行します。

1. [アサイン先 ] フィールドの右側にあるリソースセレクタアイコン をクリックします。

[アサインするリソースの選択 ]ページが開きます。

2. [可用性が次の日から] フィールドを使用して、リソースにアサインする予定の日付範囲を指定しま

す。

3. リソースに特定のスキルを指定するには、次の手順を実行します。

a. [スキルの追加 ]をクリックします。

b. 指定が可能なスキルを選択します。

c. [理想的な技能 ] リストで、リソースに求めるこのスキルの技能レベルを選択します。

4. リソースの検索結果をさらに絞り込むには、次の表にリストされているオプションのフィールドに値を入

力します。

フィールド 説明

適合スコアが次

の値より大きい結

果のみ表示

ロール、スキル、可用性に基づいて、リクエストに対するリソースの適合性を

表す数値を指定します。スコアが高いほど、そのリソースのリクエストへのアサ

インが適合していることになります。適合スコアの詳細については、『HP
ResourceManagementユーザーガイド』を参照してください。

リソース名 複数のリソースを名前で選択します。

ロール リソースが担当する必要がある1つまたは複数のロールを選択します。

リソースプール リクエストにアサインするリソースプールを指定します。
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フィールド 説明

組織単位 リソースが所属する必要がある組織単位を選択します。

リソースカテゴリ リソースが担当する必要がある1つまたは複数のリソースカテゴリを選択しま

す。

場所 リストから、リソースを配置する必要があるサイトを選択します。

部署 リストから、リソースが所属している必要がある部署を選択します。

5. [検索 ]をクリックします。

[リソース結果 ] タブに、検索基準を満たすリソースがリスト表示されます。

6. 指定した日付範囲でリストされたリソースの負荷を表示するには、表示させたいリソースのチェック

ボックスを選択し、 [リソース負荷の表示 ]をクリックします。

[リソース負荷内訳 -アサインサマリ]ウィンドウが開き、指定した期間の選択したリソースの作業割り

当てが表示されます。

7. リストされている2人以上のリソースのスキルを比較するには、表示させたいリソースのチェックボックス

を選択し、 [スキルの比較 ]をクリックします。

[スキルの比較 ]ウィンドウが開き、選択した各リソースのスキルとスキルレベルが表示されます。

注 : リソースを追加するには、リクエストを保存するか、新規リクエストの場合は、リクエストを送

信する必要があります。

リクエストの詳細ページの [リソース]セクションからリソース

を割り当てる
管理者がHP DemandManagementのリソーストラッキング機能を有効にし、必要な権限が与えられてい

る場合、リクエストの詳細ページの [リソース]セクションからリクエストのリソース割り当てを管理できます。

[リソース]セクションからリソースをリクエストに割り当てるには、次の手順を実行します。

1. リクエストの詳細ページで、 [リソース]セクションを展開します。

2. [リソースの追加 ]をクリックします。

[検索と選択 ]ウィンドウが開きます。

3. 次のいずれかを行います。
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n リストされているリソースをスクロールして、アサインするリソースを選択します。

n リストされているリソースの数を制限するには、次の手順を実行します。

i. [アサイン先 ]、 [部署 ]、 [名 ]、 [姓 ]の各フィールドを任意に組み合わせて検索プリファレンス

を入力します。

ii. [検索 ]をクリックします。

iii. 表示されたリソースのリストから、リソース名を選択します。

[検索と選択 ]ウィンドウが閉じ、 [リソース]セクションに選択したリソース名が表示されます。

4. 追加したばかりのリソースをコミットするには、次のいずれかを実行します。

n 新規リクエストの場合は、 [送信 ]をクリックします。

n それ以外の場合は、 [保存 ]をクリックします。

リクエストへの参照の追加の概要
リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションを使用すると、リクエストに関連する追加情報を追加 (および

表示 )できます。たとえば、リクエストに関する詳細情報を提供するドキュメントまたはWebページのURL
を追加できます。

次の参照タイプをリクエストに関連付けることができます。

l 添付ファイル

l パッケージ (新規および既存 )

l その他のプログラム

l プロジェクト

l リリース

l リクエスト (新規および既存 )

l タスク

l URL

パッケージやその他のリクエストなど、一部の参照については、元のリクエストに対する依存リレーションシッ

プを設定できます。たとえば、リクエストはパッケージの先行タスクであるため、リクエストを閉じるまで、パッ

ケージをワークフローに沿って継続できないように指定できます。参照と可能な依存関係リレーションシッ

プのリストについては、「リクエストの詳細ページ、 [参照 ]セクション」(64ページ)を参照してください。
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リクエストへ参照を追加
この項では、さまざまなタイプの参照をリクエストに追加する手順について説明します。

添付ファイルを参照として追加する

添付ファイルを参照としてリクエストに追加するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [添付ファイル]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[ドキュメントの追加 ]ウィンドウが開きます。

6. [ファイル] フィールドに、参照として追加するドキュメントファイルの名前を入力します。

注意 :添付するファイルの名前には、アポストロフィを含めることはできません。アポストロフィが含

まれている場合、次回リクエストを開いたときにスクリプトエラーが発生します。

7. [作者 ] フィールドでは、自分の名前を添付ファイルの作者名と置き換えることができます。

8. [説明 ] フィールドでは、添付ファイルの説明を入力できます。

9. [追加 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、参照された添付ファイルがリス

ト表示されます。

10. [保存 ]をクリックします。

注意 :添付ファイルを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。

既存パッケージを参照として追加する
リクエストに対して既存のパッケージを参照できます。

既存のパッケージを参照するには、次の手順を実行します。
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1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [パッケージ (既存 )]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[参照の追加 :パッケージ]ウィンドウが開きます。

6. 利用できるフィールドに検索基準を入力します。

7. [検索 ]をクリックします。

[パッケージ検索結果 ]セクションに、検索条件に一致するパッケージが一覧表示されます。このセク

ションには、リレーションシップタイプのリストも含まれています。

8. [選択したパッケージのリクエスト番号 <リクエスト番号> に対するリレーションシップを選択 ]で、リクエ

ストとパッケージ間のリレーションシップを記述しているオプションをクリックします。

9. [パッケージ検索結果 ]セクションで、追加するパッケージ名の横にあるチェックボックスを選択します。

10. [追加 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、パッケージ名とそのリクエストに

対するリレーションシップが表示されます。

11. [保存 ]をクリックします。

[参照 ]セクションの [パッケージ]サブセクションに、参照されたパッケージがリストされています。

注意 :パッケージを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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新規パッケージを参照として追加する

新規パッケージを作成して、リクエストへ参照として追加できます。

新規パッケージを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [パッケージ (新規 )]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[新規パッケージの作成 ]ウィンドウが開きます。

6. [リレーションシップ]で、新規パッケージとオープン済みリクエストとのリレーションシップを記述しているオ

プションを選択します。

7. [作成 ]をクリックします。

[新規パッケージ]ウィンドウが開きます。リクエストからの一致した任意のヘッダ情報 (説明、優先

度、パッケージタイプなど)は、自動的にパッケージに追加されます。
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8. 必要なすべての情報、および利用可能にする任意の情報を入力して、 [保存 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、新しいパッケージ名がリスト表

示されます。

9. [保存 ]をクリックします。

注意 :パッケージを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。

プログラムを参照として追加する

リクエストに対して既存のプログラムを参照できます。

既存のプログラムを参照させるには、次の手順を実行します。
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1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [プログラム]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[参照プログラム]ウィンドウが開きます。

6. [プログラム] フィールドに、リクエスト参照として追加するプログラムの名前を入力します。

7. [リレーションシップ]で、プログラムをリクエストと関連付ける方法を選択します。

8. [追加 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、プログラム名がリストされ、そのリ

クエストに対するリレーションシップが表示されます。

9. [保存 ]をクリックします。

注意 : プログラムを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。

プロジェクトを参照として追加する

既存のプロジェクトを参照として添付するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. リクエストの詳細ページで、 [参照 ]セクションを展開します。

4. [新規参照 ] リストから、 [プロジェクト ]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[参照の追加 :プロジェクト ]ウィンドウが開きます。

6. 必要な情報、および記録する任意の情報を入力して、 [検索 ]をクリックします。

[参照の追加 :プロジェクト ]ウィンドウに、検索基準に一致するリレーションシップタイプとプロジェクト

がリスト表示されます。

7. [選択したプロジェクトのリクエスト番号 <リクエスト番号> に対するリレーションシップを選択 ]で、プロ

ジェクトをリクエストと関連付けるオプションを選択します。
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8. [表示するプロジェクトの選択 ]セクションで、参照としてリクエストに追加するプロジェクトのチェックボッ

クスを選択します。

9. [追加 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、プロジェクト名がリストされ、その

リクエストに対するリレーションシップが表示されます。

10. [保存 ]をクリックします。

注 :参照を追加するには、リクエストを保存または送信する必要があります。

これで、リクエストの詳細ページに選択したプロジェクトがリスト表示されます。

参照としてのリリースの追加

既存のリリースを参照としてリクエストに追加できます。

既存のリリースを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [リリース]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[参照リリース]ウィンドウが開きます。

6. [リリース] フィールドに、リリースのバージョンを入力します。

7. [リレーションシップ]で、リリースとオープン済みリクエストとのリレーションシップを記述しているオプション

を選択します。

8. [追加 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、リリース名がリストされ、そのリク

エストに対するリレーションシップが表示されます。

9. [保存 ]をクリックします。

注 : リリースを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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既存リクエストを参照として追加する

既存リクエストを参照としてリクエストに追加できます。

既存のリクエストを参照させるには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [リクエスト (既存 )]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[参照の追加 : リクエスト ]ウィンドウが開きます。

6. オープン済みリクエストを参照するリクエストを検索するには、検索基準を入力して、 [検索 ]をクリッ

クします。

[参照の追加 : リクエスト ]ウィンドウに、指定可能なリレーションシップタイプがリスト表示されます。 [リ
クエスト検索結果 ]セクションに、検索基準に一致するリクエストがリスト表示されます。

7. [選択したリクエストのリクエスト番号 <リクエスト番号> に対するリレーションシップを選択 ]で、選択

しようとしているリクエストをオープン済みリクエストと関連付けるオプションを選択します。

8. [リクエスト検索結果 ]セクションで、追加するリクエストの横にあるチェックボックスを選択します。

9. [追加 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、選択したリクエストがリスト表示

されます。

10. [保存 ]をクリックします。

注 :参照を追加するには、オープン済みリクエストを保存する必要があります。

リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションの [リクエスト ]サブセクションに、参照されたリクエストがリスト表

示されます。

新規リクエストを参照として追加する

新規リクエストを参照として既存リクエストに追加できます。

新規リクエストを参照させるには、次の手順を実行します。
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1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [リクエスト (新規 )]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[新規リクエストの作成 ]ウィンドウが開きます。

6. [リクエストタイプ] リストから、作成するリクエストのタイプを選択します。

7. [リレーションシップ]で、新規リクエストをオープン済みリクエストと関連付ける方法を記述するオプショ

ンを選択します。

8. [作成 ]をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ウィンドウに、選択したリクエストタイプで使用できるフィールドが表

示されます。

9. 必要なすべてのフィールドの情報、および記録する任意の情報を入力します。

10. [送信 ]をクリックします。

元の (オープン済み)リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、選択したリ

クエストがリスト表示されます。

11. [保存 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションの [リクエスト ]サブセクションに、追加した新規リクエストがリス

ト表示されます。

タスクを参照として追加する

タスクを参照としてリクエストに追加できます。

既存のタスクを参照させるには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [タスク]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。
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[参照の追加 : タスク]ウィンドウが開きます。

6. 提供されたフィールドを使用して、検索基準を入力します。

7. [検索 ]をクリックします。

[参照の追加 : タスク]ウィンドウに、検索基準に一致するタスクがリスト表示されます。

注 : リクエストとタスク間に存在できるリレーションシップは、「このタスク関連」のみです。

8. [表示するタスクの選択 ]セクションで、参照としてオープン済みリクエストに追加するタスクのチェック

ボックスを選択します。

9. [追加 ]をクリックします。

これでリクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、選択したリクエストがリス

ト表示されます。

10. [保存 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションの [タスク]セクションに、追加したタスクがリスト表示されます。

URLを参照として追加する

リクエストに対して既存のURLを参照できます。

既存のURLを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [参照 ]をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、 [URL]を選択します。

5. [追加 ]をクリックします。

[参照URL]ウィンドウが開きます。

6. [URL] フィールドに、URLアドレスを入力します。

7. URLをテストするには、 [URLの表示 ]をクリックします。

8. [説明 ] フィールドでは、URLの短い説明を入力できます。

9. [OK]をクリックします。
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オープン済みリクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、指定したURLがリ

スト表示されます。

10. [保存 ]をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションの [URL]セクションに、追加したURLがリスト表示されます。

リクエストのサービスの指定
管理者が [リクエスト作成 ]ページの [サービス] フィールドを有効にし、サービスに必要なリクエストタイプを

作成した場合、リクエストの作成および送信時に各リクエストを1つのサービスに関連付けることができま

す。

リクエストのサービスを指定するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerの [新規リクエストの作成 ]ページで、 [リクエストタイプ] リストから、今作成した [新規リク

エストタイプ]を選択して、たとえば、 [電子メールアカウント ]を作成するとします。

2. [作成 ]をクリックします。
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[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ページが開きます。 [サービス] フィールドが使用可能になっているこ

とに注意してください。

3. [サービス]セクションで、 [サービス] フィールドのセレクタアイコンをクリックします。
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ポップアップウィンドウに、利用可能なすべてのサービスがリスト表示されます。

4. リストから新規リクエストに関連付けるサービスを選択します。

5. 必要に応じてページの他のフィールドに入力します。

HP DemandManagementからのリクエストの作成の詳細については、『HP DemandManagement
設定ガイド』を参照してください。

6. [送信 ]をクリックします。
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第3章 :リクエストの表示

l 「HP DemandManagementリクエストの概要 」(45ページ)

l 「リクエストを開く」(48ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、上部セクション」(48ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、 [ヘッダ]セクション」(49ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、 [詳細 ]セクション」(50ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、 [メモ]セクション」(57ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、 [リソース]セクション」(58ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、 [ステータス]セクション」(59ページ)

l 「リクエストの詳細ページ、 [参照 ]セクション」(64ページ)

HP Demand Managementリクエストの概要
HP DemandManagementリクエスト解決システムは、リクエストを作成から解決までトラッキングするため

に使用されます。HP DemandManagementリクエストは、高度な設定をすることができます。このため、実

際のセクションとフィールドは、リクエストタイプによって異なる可能性があります。通常、リクエストタイプは

それぞれ、固有のワークフローに関連付けられています。

リクエストの情報を更新するには、リクエストの詳細ページを使用します。リクエストの詳細ページには、リ

クエストに関するすべての情報が含まれています。リクエストの詳細ページは、リクエストに関する意思決

定とアクションが実行される場所でもあります。

PPMCenter管理者は、HP DemandManagementを使用して、さまざまなリクエストタイプの詳細ページ

に表示される任意のフィールドのリクエストヘルプコンテンツを作成できます。管理者があるフィールドのリク

エストヘルプを追加した場合、そのフィールドの右側に [ヘルプ]アイコン (図3-1)を表示できます。その

フィールドの詳細情報を表示するには、このアイコンをクリックします。

図3-1. リクエストヘルプアイコン

図3-2は、一部のセクションが最小化された既存のDEM -アプリケーション機能拡張タイプのリクエストの

詳細ページです。リクエストの詳細ページの主なセクションは次のとおりです。
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l リクエストの詳細ページの上部には、リクエストタイプ、リクエスト番号、および現在のワークフローステッ

プでリクエストに対して実行できるアクションが表示されます。詳細ページのこの上部領域に表示され

る情報は、リクエストを作成して送信した後で利用可能になります。

l [ヘッダ]セクション:次の2つのサブセクションがあります。

n サマリ: このサブセクションには、リクエストの作成者、作成日付、リクエストタイプなどの情報が表

示されます。

n 作業項目フィールド :

リクエストを作成する場合、通常、ヘッダセクションのいくつかのフィールドに入力する必要があります。

アクティブな任意のフィールドの情報は、リクエストを送信すると更新できるようになります。ヘッダセク

ションは、リクエストの作成後に使用可能になります。

l [詳細 ]セクション:次のサブセクションがあります。

n 機能拡張の詳細

n 分析

n Demand Management SLAフィールド

n Demand Managementスケジューリングフィールド

詳細セクションには、問題の説明、影響を受けるビジネス領域、リクエストの解決に必要なものな

ど、リクエストに固有の情報が表示されます。リクエストを作成する場合、通常、詳細セクションのいく

つかのフィールドに入力する必要があります。アクティブな任意のフィールドの情報は、リクエストを送信

すると更新できるようになります。詳細セクションは、リクエストの作成後すぐに使用可能になります。

l [メモ]セクション: メモを追加したり、リクエストですでに送信済みの既存のメモを表示したりします。メモ

の追加は、リクエストを作成してからは、リクエスト送信後に可能です。 [メモ]セクションは、リクエスト

の作成後すぐに使用できます。

l [ステータス]セクション: リクエストステータスが表示されます。このセクションは、リクエストの作成および

送信後に使用可能になります。

l [参照 ]セクション: リクエストに関するその他の情報を表示または追加できます。たとえば、リクエストに

対する参照としてドキュメントまたはURLを追加できます。 [参照 ]セクションは、リクエストの作成後す

ぐに使用可能です。
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図3-2. リクエストの詳細ページ
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リクエストを開く
PPMCenterでリクエストを開くにはいくつかの方法があります。次は、標準インタフェースで [リクエストの検

索 ]ページからリクエストを開くための手順です。

リクエストを開くには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

[リクエストの検索 ]ページが開きます。

3. 利用可能なフィールドに検索基準を入力して、 [検索 ]をクリックします。

[リクエスト検索結果 ]に、検索基準に一致するリクエストがリスト表示されます。

4. リストされているリクエストをリクエスト番号でソートするには、 [リクエスト番号 ]列見出しをクリックしま

す。

5. [リクエスト番号 ]列で、開くリクエストの番号をクリックします。

6. 検索結果の次のページを表示するには、ページの右上隅にある右向き矢印 (

)をクリックします。

7. 検索結果の前のページを表示するには、ページの右上隅にある左向き矢印 (

)をクリックします。

リクエストの詳細ページ、上部セクション
リクエストの詳細ページの上部には、リクエスト番号、リクエストタイプ、および利用できるアクションが表示

されます。上部セクションは、リクエストを作成して送信後に表示されます。リクエストの詳細ページのタイ

トルは<リクエストタイプ> <リクエスト番号> - <リクエストの説明> (「DEM -アプリケーションバグ30182 -新し

い操作モジュールの使用後に保存した時にアプリケーションにエラーが発生」など)になります。

詳細ページの上部セクションからは、次のことを実行できます。
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l 利用できるアクションの実行

l リクエスト詳細の印刷

l リクエストの保存

l リクエストのコピーの作成

l リクエストの削除

l ページ内のすべてのセクションの展開と折りたたみ

l [ステータス]セクションへのジャンプ

注 : ツールバーに表示されるワークフローステップの数は、画面の解像度によって異なります。さらに

多くのワークフローステップを表示するには、次を行います。

l コントロールパネルで、より高い画面解像度を選択する

l ブラウザを最大化する

l [Ctrl]キーと [-]キーを押してブラウザを縮小表示する

現在のワークフローステップで、リクエストに対してアクションを実行するのに必要なアクセス許可がある場

合、ツールバーに実行可能なアクションがリスト表示されています。 [受け入れ]や [却下 ]など、一部のア

クションを実行すると、リクエストはワークフローの次のステップに進みます。 [リソースのアサイン]や [意思決

定の委任 ]などのアクションを選択すると、 [ワークフローアクション]ページが開き、その他の選択肢が表示

されます。あるアクションでは、オプションだったフィールドが必須になります。

リクエストに対して実行しているアクションでさらに情報の入力が必要な場合、リクエストの [Lookahead]
ページが開きます。アクションを完了するために、赤色のアスタリスクが付いている必須フィールドに情報を

入力します(すぐにすべての情報を入力できない場合、 [Lookahead]ページの [保存 ]をクリックして、入力

した情報を保存してください)。

参照リレーションシップを設定すると、参照したリクエストが完了するまで、リクエストが保留されます。参

照リレーションシップでは、利用できるアクションに [オーバライド ]ボタンがあります。リクエストをワークフロー

の先に進めるには、 [オーバライド ]をクリックします。リレーションシップをオーバライドすると、変更が [参照 ]
セクションに反映されます。

リクエストの詳細ページ、[ヘッダ]セクション
リクエストの詳細ページのヘッダセクションには、リクエストの作成者、リクエストの作成日時、リクエストタイ

プなどの一般的な情報が含まれています。ヘッダセクションは、リクエストの作成プロセスに含まれており、

リクエストの解決までリクエストに付帯します。図3-3は、一般的なヘッダセクションです。

リクエストを作成するには、通常、ヘッダセクションのいくつかのフィールドに入力する必要があります。リクエ

ストは高度な設定をすることも可能です。ヘッダセクション内のフィールドは、リクエストタイプによって異なり

ます。
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図3-3. リクエストの詳細ページ、ヘッダセクション

リクエストの詳細ページ、[詳細]セクション
リクエストの詳細ページの詳細セクション (図3-4を参照 )には、問題の説明、影響を受けるビジネス領

域、リクエストの解決を含む、リクエストに固有の情報が含まれています。詳細セクションは、リクエストの

作成プロセスに含まれており、リクエストの解決までリクエストに付帯します。リクエストを作成する場合、

通常、詳細セクションのいくつかのフィールドに入力する必要があります。新しいリクエストの送信後、リク

エストが解決プロセスを進むにつれ、フィールドを更新する必要があります。

詳細セクションには、 [問題 / 解決 ] と [分析 ]などのサブセクションがあります。ただし、リクエストは高度な

設定ができるため、表示されるセクションとコントロールは、リクエストタイプによって異なります。
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図3-4. リクエストの詳細ページ、詳細セクション

[リクエストの詳細]ページ、新しいテーブルコンポーネント
PPMCenterバージョン9.12から、新しいテーブルコンポーネントが導入されました。

新しいテーブルコンポーネントは、次のページでサポートされています。

l [新規リクエストの作成 ]ページ

l [リクエストの詳細 ]ページ

l 先取りページ

サポートしている検証

テーブルコンポーネントフィールドは、次のコンポーネントタイプの検証をサポートしています。

l テキストフィールド

l ドロップダウンリスト

l ラジオボタン (選択 /非選択 )

l オードコンプリートリスト

l テキスト領域

l 日付フィールド (短期、中期、長期 )
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l Webアドレス (URL)

l パスワードフィールド

l リンク

検証の詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照してください。

新しいテーブルコンポーネントレイアウト

新しいテーブルコンポーネントは、新規リクエスト作成後の、次の画面と同様になります。

[編集 ]をクリックして、リクエストページで直接編集モードに切り替え、行の追加、データ入力、その他の

操作の実行などの編集を進めることができます。

図3-5. 編集モードの新しいテーブルコンポーネント
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図3-6. 表示モードの新しいテーブルコンポーネント

新しいレイアウトはデフォルトで適用されています。元のレイアウトに戻すには、サーバ設定パラメータの

TABLE_COMP_USE_LEGACYをtrueに設定します。詳細については、コマンド、トークン、妥当性検証のガ

イドとリファレンスを参照してください。

テーブルコンポーネントのリクエストページでの直接編集

テーブルコンポーネントは、次のページで直接編集できます。

l [新規リクエストの作成 ]ページ

l [リクエストの詳細 ]ページ

l [リクエストの先取り]ページ

編集モードへの切り替え方法は、テーブルコンポーネントの [編集 ]をクリックするだけです。

[編集 ]ボタンは、リクエストまたはテーブルコンポーネントに編集アクセス許可があるユーザのみが使用でき

ます。

アクセス許可の詳細については、『セキュリティモデルのガイドとリファレンス』を参照してください。

テーブルの列のサイズ変更

表示モードでも編集モードでも、テーブルの列の境界をドラッグするとテーブルの列の幅を変更できます。

テーブルの列幅を変更すると、テーブル幅も自動的にサイズ変更されます。

インライン行の追加

[行の追加 ]をクリックして、テーブルコンポーネントに直接新しい行を追加または挿入できます。

[行の追加 ]をクリックすると、現在選択している行の直下に新しい行が追加または挿入され、フォーカス

が新しく追加した行に移動し、新しい行が自動的に選択された状態になります。

インライン行の削除

テーブルコンポーネントから直接行を削除できます。削除するには

HP DemandManagementユーザーガイド

第3章 : リクエストの表示

HP Project and Portfolio Management Center (9.30) 53 / 112ページ



1. 削除する行を選択するか、 [Shift]キーまたは [Ctrl]キーを押しながら行をさらにクリックして複数の

行を連続して、またはとびとびに選択します。

2. [行の削除 ]をクリックします。

確認を求める警告メッセージが表示されます。

3. 選択した行を削除する場合、 [OK]をクリックします。

4. ページで [ドラフトの保存 ]または [保存 ]をクリックします。これで、選択した行のデータが削除されま

す。

注 : [ドラフトの保存 ]ボタンは、サーバ設定パラメータALLOW_SAVE_REQUEST_DRAFTを
trueに設定している場合に使用できます。

行のコピーと貼り付け

選択した行をコピーまたは貼り付けできます。

テーブルコンポーネントの [編集 ]ボタンをクリックして編集モードを切り替えると、 [コピー] と [貼り付け]ボタ

ンが表示されます。

テーブルコンポーネントの行を選択すると、 [コピー]ボタンが有効になり、 [コピー]ボタンをクリックすると [貼り

付け]ボタンが有効になります。

コピーと貼り付けは、次のように動作します。

l [コピー]ボタンをクリックすると、現在選択している行が、セルのデータやセルスタイル (編集可能、必

須、表示と非表示、CSSスタイル、UIルールで定義されたデフォルト値など)が記憶されます。 [貼り

付け]をクリックすると、別の行または別の複数行をコピーするまでは何度でも、テーブルコンポーネント

の好きな場所に、選択した行をデータやセルスタイルも含めて貼り付けできます。

l 行を1つ選択した場合は、 [コピー]および [貼り付け]を直接クリックすると、行が現在選択している行

の直下に挿入されます。 [コピー]を選択してから2番目の行を選択して [貼り付け]をクリックすると、そ

の行は選択した2番目の行の直下に挿入されます。つまり、1行選択して、その行をテーブルの任意

の行に挿入できます。

l 複数行を選択している場合 (複数の行は、 [Shift]キーまたは [Ctrl]キーを押しながら行を選択し

ます)、 [コピー]および [貼り付け]をクリックすると、選択した行は常にテーブルコンポーネントの最後の

行の下に連続して貼り付けられます。 [コピー]をクリックして、テーブルコンポーネントの別の行を選択

して [貼り付け]をクリックすると、前に選択した複数行が、現在選択している行の直下に連続して

貼り付けられます。

行の上下の移動

単一行または複数の連続した行を選択して、テーブルコンポーネントの上下に移動できます。

[上に移動 ]ボタンと [下に移動 ]ボタンは、 [編集 ]をクリックして編集モードに切り替えるとテーブルコン

ポーネントに表示されます。
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単一行を上または下に移動するには、目的の行を選択して [上に移動 ]または [下に移動 ]をクリックし

ます。

複数の連続した行を上または下に移動するには、 [Shift]キーを押しながらさらに行を選択し、 [上に移

動 ]または [下に移動 ]をクリックします。

行の上下への移動が終わったら、 [ドラフトの保存 ]または [保存 ]をクリックして変更を保存します。

インライン行の編集

テーブルコンポーネントでサポートしている検証は、PPMWorkbenchで編集可能に設定できます。サポー

トされている検証のリストについては、「サポートしている検証」(51ページ)を参照してください。

PPMWorkbenchで編集可能に設定されている検証の場合、テーブルコンポーネントの対応するテーブ

ルのセルが編集可能になり、直接編集できます。

テーブルコンポーネントの行をクリックすると、強調表示されて編集できるようになります。 [Tab]キーを押す

と、編集可能な行のセルを移動することができます。

テーブルコンポーネントのセルや行の編集が終わったら、ページ上の [ドラフトの保存 ]または [保存 ]をク

リックして変更を保存します。

必須フィールド (赤い星が付いているフィールド )が空白になっている場合、 [ドラフトの保存 ]または [保
存 ]をクリックすると、必須フィールドに値を入力しないとテーブルコンポーネントが正常に保存されないこと

を知らせる警告が表示され、1番初めの必須フィールドでフォーカス可能なフィールドがフォーカスされま

す。

変更したテーブルコンポーネントを保存せずに現在のページを閉じようとした場合、確認を求める警告

メッセージが表示されます。

テーブルコンポーネントの列の合計のリアルタイム表示

PPMWorkbenchで列の [合計の表示 ]属性を [はい]に設定することで、数値列の合計を表示できま

す。

l [合計 ] フィールドは、すべての行が表示されている場合に最後の行としてテーブルコンポーネント内に

表示されます。

n [合計 ]値はリアルタイムで再計算されて表示されます。

n 印刷ページに [合計 ]行が表示されます。

n エクスポートされたExcelスプレッドシートに [合計 ]行が表示されます。

l [合計 ]行は、次の場合非表示になります。

n テーブルの一部のエントリが表示されていない場合。

n テーブルにエントリがない場合。

n [合計の表示 ]属性がある列がない場合。

HP DemandManagementユーザーガイド

第3章 : リクエストの表示

HP Project and Portfolio Management Center (9.30) 55 / 112ページ



l 合計トークンのサポート

たとえば、次のスクリーンショットの [合計工数 ] フィールドは合計トークン [REQD.T.CONTACT_
INFO.TC.P.HOURS.TOTAL]を参照しています。
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テーブル行のクイックナビゲーション

テーブルコンポーネントには、特定のエントリ数を選択して表示できます。

この選択を行うには、右下の [表示M各ページ] フィールドに利用可能なオプションを指定します。

注記 :PPMCenterバージョン9.20以前では、テーブルコンポーネントのエントリが5個を上回る場合、

テーブルコンポーネントメニューアイコンの右に [表示 : M/Nエントリ] フィールドが表示されます。Mは現

在表示中のエントリの数、Nはテーブル内のエントリの合計数を表します。バージョン9.20以降のリ

リースでは、このフィールドの名前が [表示M各ページ]に変更され、Mの [すべて]オプションが意図的

に削除されています。

その他の違い

リクエストページのあるフィールドが、テーブルコンポーネントの別のフィールドに依存している場合、UIルー

ルがトリガされ、フォーカス (テーブルコンポーネントを囲む水色の単線の境界線で示されます)はテーブル

コンポーネント外をクリックすると消滅します。元のテーブルコンポーネントレイアウトを使用したリクエスト

ページでは、UIルールは、 [完了 ]をクリックするとトリガされます。

次の例では、 [合計工数 ] フィールドが [合計 ] トークン [REQD.T.CONTACT_
INFO.TC.P.HOURS.TOTAL]を参照しています。

l テーブルコンポーネント内 (テーブルを囲む水色の境界線で示されます)にいる場合、 [合計工数 ]
フィールド値は更新されません。

l テーブルコンポーネント外をクリックすると、 [合計工数 ] フィールド値は、トリガされたSQLルールの結果

に従って更新されます。

テーブルコンポーネントでルールを使用する場合の注意点

新しいテーブルコンポーネントは、単純および高度なSQLルールと、次の2つのルールイベンでのUIルール

の使用をサポートします。

l 作成時に適用

l フィールドの変更に適用

SQLルールおよびUIルールは、リクエストレベルでの使用と同じ方法で使用できます。高度なSQLルール

およびUIルールの設定方法の詳細については、『HP DemandManagement設定ガイド』を参照してくだ

さい。

リクエストの詳細ページ、[メモ]セクション
リクエストの詳細ページの [メモ]セクションには、リクエストに関するメモや情報を入力および保存できる

フィールドがあります。 [メモ]セクションは、リクエストの作成プロセスに含まれており、リクエストの解決までリ
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クエストに付帯します。

図3-7に、典型的な [メモ]セクションを示します。 [メモ]セクションには、 [メモの追加 ]セクションがあります。

メモを1つ追加してリクエストを保存すると、 [既存のメモ]セクションが表示されます。

図3-7. リクエストの詳細ページ、[メモ]セクション

リクエストの詳細ページ、[リソース]セクション
PPMCenter管理者がリクエストタイプのリソーストラッキングを有効にしている場合、リクエストの詳細ペー

ジの詳細セクションの下に [リソース]セクションが表示されます。このセクションの [リソース]列には、これま

でリクエストにアサインされたリソースがリスト表示されます。このセクションには、 [スケジュールされた工

数 ]、 [実績工数 ]、 [実際の開始日 ]、 [実際の終了日 ]の列もあります (図3-8を参照 )。

図3-8. リクエストの詳細ページ、[リソース]セクション
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[リソース]セクションでは、リクエストに現在アサインされているリソースと以前にアサインされていたリソー

ス、これらのリソースの実績工数とその作業日時を確認できます。 [アサイン先 ] フィールドが変更 (リクエス

トが別のリソースにアサイン)されるたびに、そのリソースが自動的に [リソース]セクションに追加され、リクエ

ストに計上されます。

[リソース]セクションを使用して実績を更新でき、必要なアクセス許可がある場合は、 [スケジュールされ

た工数 (時間 )] フィールドを使用してリストされているリソースのアサインを変更できます。リクエストにアサ

インされるリソースの割り当ての作成と変更は、通常、マネージャレベルのリソースが実行します。リクエス

トの作業をする他のリソースは、通常、計画変更を行うアクセス許可がないため、 [スケジュールされた工

数 (時間 )] フィールドを変更できません。

注 :管理者がリクエストタイプをHP TimeManagementを使用するように設定した場合、リソースは、

タイムシートを送信し、このリクエストに対する作業時間を記録することになります。この場合、リソー

スの [スケジュールされた工数 ] フィールドの値が、そのリソースのタイムシートの [予定されている時間

数 ] フィールドに表示されます。

さらに、リソースがタイムシートを送信した後は、リクエスト上で直接 [実績工数 ]、 [実際の開始日 ]、
[実際の終了日 ]の各フィールドを編集できなくなります。これらの値は読み取り専用になり、リクエス

トのリソースによって送信されたタイムシートからロールアップされます。

管理者から [リソース]セクションを管理する権限を与えられている場合、 [リソースの追加 ]ボタンを使用

して、ユーザを選択しリストに追加できます。ここに表示される情報は、このセクションに対して加えられた

変更、HP TimeManagementのタイムシート、あるいはリソースへの自動変更を設定するために管理者

が設定した高度なUIルールが反映されている可能性があります。

リソースをトラッキングするように設定されているだけでなく、リクエストに [作業項目フィールド ]セクションも

含まれている場合、これらの作業項目フィールドの一部はリソースレベルの情報のロールアップになりま

す。このため、たとえば、 [作業項目フィールド ]セクションの [スケジュールされた工数 ]列の情報は、リクエ

ストの各リソースにスケジューリングされた工数の合計となります。 [実績工数 ]、 [実際の開始日 ]、 [実際

の終了日 ]の各フィールドもロールアップになります。

リクエストの詳細ページ、[ステータス]セクション
リクエストの詳細ページの [ステータス]セクションには、リクエストに関連付けられているワークフローステップ

が階層的順序でリスト表示されます (図3-9を参照 )。ワークフローステップに対してアクションが実行されて

いる場合、ワークフローステップのステータスとステップの完了者もリスト表示されます。アクティブなワークフ

ローステップは強調表示されます。
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図3-9. ステータステーブルでのアクティブなワークフローステップの階層

一部のワークフローには、サブワークフローがあります。サブワークフローステップは、他のワークフローステップ

とともに順に表示されます。サブワークフローステップは、ワークフローレベルに対応して、追加の小数点以

下の位を持つ番号が付けられます (たとえば、3.1、3.2、3.3)。

ワークフローステップのリストに加えて、 [ステータス]セクション (図3-10)には、次のリンクも含まれています。

l [グラフィックビュー]には、リクエストに関連付けられているワークフローが表示されます。

l [承認の詳細 ]には、承認されたワークフローステップと完了したワークフローステップの詳細ビューが表

示されます。

l [トランザクションの詳細 ]には、完了した各ワークフローステップの詳細情報が表示されます。
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図3-10. リクエストの詳細ページ、[ステータス]セクション

リクエストの詳細ページ、[グラフィックビュー]
リクエストの詳細ページの [グラフィックビュー] リンクをクリックすると、 [グラフィカルワークフロー]ウィンドウが開

きます。このウィンドウには、リクエストに適用されるワークフローがグラフ表示されています。ワークフロー

は、どのワークフローステップを経過してきたのか、現在のワークフローステップがどのワークフローステップで

あるかを示します。

リクエストのグラフィックワークフローを表示するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースからリクエストを開きます。

注 : リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」(48ページ)を参照してください。

2. 詳細ページの [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [ステータス]をクリックします。

3. [ステータス]セクションの下部にある、 [グラフィックビュー] リンクをクリックします。
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[グラフィカルワークフロー]ウィンドウが開きます。

[凡例 ]セクションには、ワークフローステップと遷移を図示する色と記号のキーが用意されています。ワーク

フローステップの概要説明を表示するには、カーソルをステップに移動してツールヒントテキストを表示しま

す。

管理者は、 [現在の達成率 (%)]の値を個々のワークフローステップにアサインできます。リクエストがワーク

フローに沿って進むにつれ、それぞれのステップに設定されている値に従って達成率 (%)が更新されま

す。

リクエストの詳細ページ、[承認の詳細]
リクエストの [承認の詳細 ]ウィンドウには、承認されたアクティブなワークフローステップと完了したワークフ

ローステップの詳細ビューが表示されます。

リクエストの承認の詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースからリクエストを開きます。

注 : リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」(48ページ)を参照してください。

2. 詳細ページの [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [ステータス]をクリックします。

3. [ステータス]セクションの下部にある、 [承認の詳細 ]をクリックします。
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[承認の詳細 ]ウィンドウが開きます。

[承認者 ]列には、ユーザがワークフローステップに対してアクションを実行できるセキュリティグループ (ワーク

フローが完了している場合は、ユーザがワークフローステップに対してアクションを実行したセキュリティグ

ループ)の名前がリスト表示されます。 [承認の詳細 ]ウィンドウには、ワークフローステップを完了するのに

必要な条件 (たとえば、「すべてのユーザが決定する必要があります」)も表示されます。

ワークフローステップの設定に応じて、 [承認者 ]列には、セキュリティグループ名、または個々のユーザ名

がリストされます。リストされているセキュリティグループに所属するユーザ名を表示するには、セキュリティグ

ループ名をクリックします。

ワークフロー意思決定ステップでは、結果が異なる可能性もあります。 [意思決定結果 ]列には、ワーク

フローステップの実際の結果が表示されます。 [意思決定日 ]列には、意思決定がなされた日時 (すべて

の必要な承認者と意志決定者が入力を送信した後 )が表示されます。

リクエストの詳細ページ、[トランザクションの詳細]
[トランザクションの詳細 ]ウィンドウには、完了した各ワークフローステップのトランザクションに関する情報が

リスト表示されます。

リクエストのトランザクションの詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースからリクエストを開きます。

注 : リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」(48ページ)を参照してください。

2. 詳細ページの [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [ステータス]をクリックします。

3. [ステータス]セクションの下部にある [トランザクションの詳細 ]をクリックします。
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[トランザクションの詳細 ]ウィンドウが開きます。

リクエストの詳細ページ、[実行ログ]
[実行ログ]ページを開くと、実行ワークフローステップに関連する詳細を表示できます。

ワークフローステップのリクエストの [実行ログ]を表示するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースから、関心のあるリクエストを開きます。

注 : リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」(48ページ)を参照してください。

2. 詳細ページの [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [ステータス]をクリックします。

3. 実行ステップの [ステップステータス]列で、 [log]をクリックします。

4. [実行ログ]ページが開き、リクエスト実行の詳細が表示されます。

リクエストの詳細ページ、[参照]セクション
リクエストの詳細ページの [参照 ]セクションには、リクエストに関連するその他の情報が含まれています。

たとえば、URLをリクエストに追加したり、あるいはリクエストから古くなったドキュメントを削除することがで

きます。 [参照 ]セクションは、リクエストの作成プロセスに含まれており、リクエストの解決まで付帯します。

参照をリクエストに追加、削除できます。

参照をリクエストに追加するには、 [参照の追加 ]サブセクションを使用します。保存される参照は、参照

タイプ別に整理されます。たとえば、保存されるすべての参照パッケージは、 [パッケージ]セクションに保存

されます。

リクエストと参照エンティティの間に依存リレーションシップを作成できる場合もあります。一例として、パッ

ケージをリクエストの先行タスクと指定することもできます。この場合、パッケージがクローズするまで、リクエ

ストは次のワークフローステップに進めません。参照、その定義、および指定可能な依存リレーションシップ

のリストについては、「表3-1.参照とリレーションシップ」(65ページ)を参照してください。

図3-11. リクエストの詳細ページの [参照 ]セクション
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参照 参照説明

指定可能なリ

レーションシップ

リレーションシップ

説明

添付ファイル ファイルをローカルマシンから現在のリクエ

ストに添付します。添付ファイルはサーバ

にコピーされます。

標準の添付ファ

イルインタラクショ

ン

(情報 )添付ファイ

ルはこのリクエスト

に関連付けられ

ています。

表3-1. 参照とリレーションシップ
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参照 参照説明

指定可能なリ

レーションシップ

リレーションシップ

説明

パッケージ (既存 ) 既存のパッケージを参照します。 このリクエストの下

位

(情報 )選択した

パッケージはリクエ

ストの下位です。

このリクエスト関

連

(情報 )選択した

パッケージはリクエ

ストに関連付けら

れています。

先行タスク (ブロックしていま

す)参照された

パッケージをクロー

ズするまで、リクエ

ストに対するアク

ションは実行でき

ません。

後続タスク (ブロックしていま

す)リクエストをク

ローズするまで、

参照されたパッ

ケージに対するア

クションは実行で

きません。

表3-1. 参照とリレーションシップ (続き)
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参照 参照説明

指定可能なリ

レーションシップ

リレーションシップ

説明

パッケージ (新規 ) リクエストから新規パッケージも作成でき

ます。

ワークフローの一部として設定した場

合、ワークフローステップからパッケージを

作成できます。この場合、そのパッケージ

に対する参照が自動的に生成され、リク

エストとパッケージ間に双方向リンクが確

立されます。

このリクエストの下

位

(情報 )選択した

パッケージはリクエ

ストの下位です。

このリクエスト関

連

(情報 )選択した

パッケージはリクエ

ストに関連付けら

れています。

先行タスク (ブロックしていま

す)参照された

パッケージをクロー

ズするまで、リクエ

ストに対するアク

ションは実行でき

ません。

後続タスク (ブロックしていま

す)リクエストをク

ローズするまで、

参照されたパッ

ケージに対するア

クションは実行で

きません。

プロジェクト HP Project Managementのプロジェクトを

参照します。

このリクエスト関

連

(情報 )選択した

プロジェクトはこの

リクエストに関連

付けられていま

す。

リリース HP Deployment Managementのプロジェ

クトを参照します。

このパッケージを

含みます

(情報 )リクエスト

は選択したリリー

スに含まれていま

す。

表3-1. 参照とリレーションシップ (続き)
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参照 参照説明

指定可能なリ

レーションシップ

リレーションシップ

説明

リクエスト (既存 ) 既存のリクエストを参照します。 重複リクエスト (情報 )参照され

たリクエストはリク

エストの重複で

す。

重複リクエストの

オリジナル

(情報 )参照され

たリクエストは2つ
の重複リクエスト

のオリジナルです。

このリクエストの上

位

(情報 )参照され

たリクエストはリク

エストの上位で

す。

このリクエストの下

位

(情報 )参照され

たリクエストはリク

エストの下位で

す。

このリクエスト関

連

(情報 )参照され

たリクエストはこの

リクエストに関連

付けられていま

す。

先行タスク (ブロックしていま

す)参照されたリ

クエストをクローズ

するまで、このリク

エストに対するア

クションは実行で

きません。

後続タスク (ブロックしていま

す)このリクエスト

をクローズするま

で、参照されたリ

クエストに対する

アクションは実行

できません。

表3-1. 参照とリレーションシップ (続き)
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参照 参照説明

指定可能なリ

レーションシップ

リレーションシップ

説明

リクエスト (新規 ) 既存リクエストから新規リクエストを作成

できます。

また、ワークフローの一部として設定した

場合、リクエストからリクエストを作成でき

ます。そのリクエストに対する参照が自動

的に生成され、リクエスト間に双方向リ

ンクが確立されます。

重複リクエスト (情報 )参照され

たリクエストはリク

エストの重複で

す。

重複リクエストの

オリジナル

(情報 )参照され

たリクエストは2つ
の重複リクエスト

のオリジナルです。

このリクエストの上

位

(情報 )参照され

たリクエストはリク

エストの上位で

す。

このリクエストの下

位

(情報 )参照され

たリクエストはリク

エストの下位で

す。

このリクエスト関

連

(情報 )参照され

たリクエストはこの

リクエストに関連

付けられていま

す。

先行タスク (ブロックしていま

す)参照されたリ

クエストをクローズ

するまで、このリク

エストに対するア

クションは実行で

きません。

後続タスク (ブロックしていま

す)このリクエスト

をクローズするま

で、参照されたリ

クエストに対する

アクションは実行

できません。

表3-1. 参照とリレーションシップ (続き)
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参照 参照説明

指定可能なリ

レーションシップ

リレーションシップ

説明

タスク HP Project Managementのタスクを参照

します。

このリクエスト関

連

(情報 )参照され

たタスクはこのリク

エストに関連付け

られています。

URL Webアドレスを参照します。このURLにあ

るドキュメントはMIME形式である必要が

あります。

標準のURL処理 (情報 ) URLはこ

のリクエストに関

連付けられていま

す。

表3-1. 参照とリレーションシップ (続き)

先行タスクリレーションシップ
先行タスクリレーションシップは、参照エンティティがクローズするまで、あるエンティティに対してアクションを

実行できないことを意味しています。たとえば、参照パッケージをクローズするまで、リクエストに対するアク

ションは実行できません。パッケージをクローズすると、ユーザは再度リクエストに対してアクションを実行で

きます(ユーザが他のリクエストフィールドの編集を禁止されることはありません)。

後続タスクリレーションシップ
後続タスクリレーションシップは、参照エンティティがクローズするまで、そのエンティティに対してアクションを

実行できないことを意味しています。たとえば、リクエストをクローズするまで、ユーザは参照パッケージに

対してアクションを実行できません。パッケージのステータスは、 [保留中のリクエスト ]になります。リクエスト

をクローズすると、ユーザは再度パッケージに対してアクションを実行できます(ユーザが他のタスクフィールド

の変更を禁止されることはありません)。

終了/終了先行タスクリレーションシップ
終了 /終了またはFF先行タスクリレーションシップは、2つのエンティティが同時に完了することを意味して

います。たとえば、参照パッケージのステータスは、オリジナルのリクエストがクローズされるまで、 [完了 ]にな

ることはありません。オリジナルのリクエストで作業しているリソースが作業を終了し、ステータスが [完了済

み]に設定されると ([達成率 (%)]は [100%]に設定されると)、参照パッケージのステータスは、 [完了 (保
留中のリクエスト )]になります。リクエストがクローズされると、参照パッケージは [完了済み]に設定されま

す(ユーザが他のリクエストフィールドの編集を禁止されることはありません)。
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第4章 :リクエストの処理と管理
本章では、次のトピックについて説明します。

l 「リクエストの処理と管理の概要 」(71ページ)

l 「リクエストの検索」(72ページ)

l 「リクエストを開いて更新」(78ページ)

l 「リクエストの管理 」(92ページ)

l 「DemandManagementレポートを使用したリクエストの監視」(94ページ)

l [リクエスト検索結果 ]ページおよびリクエストカテゴリのポートレット上でのリクエスト間の移動

リクエストの処理と管理の概要
新規リクエストは、HP DemandManagementで送信後に、処理および管理ができます。処理とは、リク

エストを更新し、アサインされたワークフローステップに従って進ませることです。管理とは、リクエストの印刷

や削除などのアクションを実行することです。

注意が必要なリクエストを見つけるには、次のいずれかを実行します。

l ポートレットを表示します: HP DemandManagementリクエストポートレットをカスタマイズして、特に

ユーザ自身にアサインされたリクエストのみを表示します。

l 検索を実行します: [リクエストの検索 ]ページを使用します。

l 通知を受信します: DemandManagementでは、リクエストタイプまたはワークフローから通知させること

ができます。リクエストがワークフローステップに従って進むにつれ、電子メールを送信して保留中のアク

ションを通知できます。通知には、クリックすると参照されたリクエストが開くリンクを含めることもできま

す。

PPMCenterにログオンすると、参照リクエストが開きます。ログオンしない場合、ログオンページが開き

ます。ログオンすると、参照されたリクエストが開きます。

次の場合に電子メールで通知を送信するようにリクエストタイプを設定できます。

n リクエストが特定のワークフローステップまで移動

n 特定のフィールドの値を変更
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リクエストの検索
この項では、HP DemandManagementでのリクエストの検索方法に関する情報について説明します。次

の方法でリクエストを検索できます。

l 基本検索を実行する

l 詳細検索を実行して、リクエストタイプ固有のフィールドに基づいてリクエストを検索する

l クエリビルダを使用する

l リクエストブラウザで検索する

基本リクエスト検索の実行
リクエスト番号に基づいて基本リクエスト検索を実行するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

[リクエストの検索 ]ページが開きます。

3. [詳細を表示するリクエスト番号 ] フィールドに、リクエストの番号を入力します。

4. [実行 ]をクリックします。

リクエストを検索しすべてのリクエストをリスト表示するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

[リクエストの検索 ]ページが開きます。

3. [検索 ]をクリックします。

1つまたは複数のリクエストフィールドの値に基づいてリクエストを検索するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

[リクエストの検索 ]ページが開きます。

3. [表示するリクエストの検索 ]セクションで、1つまたは複数の有効なフィールドに値を入力します。
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注 : [リクエストタイプ] フィールドでリクエストを検索し、サーバ設定パラメータSEARCH_ALL_
REQUEST_TYPEをtrueに設定すると、アクセス権限のないリクエストタイプを含め、 [リクエストタイ

プ]オートコンプリートリストにすべてのリクエストタイプがリストされます。ただし、アクセス権限のな

いリクエストは表示できません。

4. [列の選択 ]セクションで、次の手順を実行します。

a. [利用できる列 ] リストから、検索結果に表示する列を選択します。

b. 右向き矢印を使用して、選択した列見出しを [選択した列 ] リストに移動します。

c. 上向き矢印と下向き矢印を使用して、検索結果の列の順序を事前に調整します。

5. これらの検索プリファレンスを保存するには、次の手順を実行します。

a. [次の名前でこの検索を保存 ] フィールドに、検索の名前を入力します。

b. [保存 ]をクリックします。

6. [検索 ]をクリックします。

注 : PPMCenterでページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。メニューバーの下部

でこれらのページへのリンクを確認できます。

前のページに戻るには、対応するリンクをクリックします。

詳細リクエスト検索の実行
詳細検索を実行して、リクエストタイプ固有のフィールドに基づいてリクエストを検索できます。

詳細リクエスト検索を実行するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。
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[リクエストの検索 ]ページが開きます。

3. [表示するリクエストの検索 ]セクションで、 [リクエストタイプ]オートコンプリートを使用して、検索に含

める1つまたは複数のリクエストタイプを選択します。

これで、 [詳細検索 ]ボタンが有効になります。

注 :サーバ設定パラメータSEARCH_ALL_REQUEST_TYPEをtrueに設定すると、アクセス権限のな

いリクエストタイプを含め、 [リクエストタイプ]オートコンプリートリストにリクエストタイプがすべてリス

トされます。ただし、アクセス権限のないリクエストは表示できません。

4. [詳細検索 ]をクリックします。

[検索 ]ページに、選択したリクエストタイプのフィールドが表示されます。

5. 任意のリクエストタイプフィールドに入力します。

6. 検索プリファレンスを保存するには、次の手順を実行します。

a. [次の名前でこの検索を保存 ] フィールドに、詳細検索の名前を入力します。

b. [保存 ]をクリックします。

7. [検索 ]をクリックします。

注 : PPMDashboardでページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。

[検索結果 ]ページなどの前のページに戻るには、このページの上部にある対応するリンクをクリックし

ます。

クエリビルダーを使用したリクエストの検索
リクエストを検索するには、一般的なリクエストフィールドに基づく単純検索、および1つまたは複数のリク

エストのリクエストフィールドに基づくより詳細な検索を実行できます。管理者から「Demand
Management:アクセスリクエストクエリビルダ」アクセス許可をアサインされている場合、リクエストクエリビル
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ダを使用して、リクエストタイプ固有のフィールドのカスタム検索クエリを作成することもできます。クエリビル

ダには、HP DemandManagementの [リクエストの検索 ]ページからアクセスします。

リクエストクエリのコンポーネント

クエリビルダを使用してリクエストクエリを構築するには、複数の検索用語を論理演算子で結合し、比

較演算子を使用して検索用語を定義できます。検索用語のフォームは次のとおりです。

<フィールド名> <比較演算子> <値>

以下に各項目を説明します。

<フィールド名> リクエスト上のフィールドを表します。

<比較演算子> 「表4-1. クエリを構築するためにサポートされている演算子」(75ページ)にリストされ

ている演算子の1つを表します。

<値> フィールドが受け入れられる1つまたは複数の値を表します。

リクエストクエリを構築するための比較演算子

「表4-1. クエリを構築するためにサポートされている演算子」(75ページ)に、HP DemandManagementでリ

クエストクエリを構築するためにサポートされている比較演算子をリストします。 [説明 ]列の「左側の値」と

は、検索用語内の<フィールド名>で特定するリクエストフィールド (リクエストオブジェクト内 )の値を指しま

す。「右側の値」とは、検索用語 (クエリビルダー内 )に指定する<値>を指します。

演算子 記号 値 説明

次の値より大きい > 数字 /日付 左側の値が右側の値より大きいです。

次の値より小さい < 数字 /日付 左側の値が右側の値より小さいです。

次の値以上 >= 数字 /日付 左側の値が右側の値以上です。

次の値以下 <= 数字 /日付 左側の値が右側の値以下です。

次の値と等しい = 数字 /日付 左側の値が右側の値と等しいです。

文字列 左側の値が右側の値と同じです (大文

字と小文字を区別しない一致 )。

次の値と等しくな

い

!= 数字 /日付 左側の値が右側の値と等しくないです。

文字列 左側の値が右側の値と同じではありませ

ん (大文字と小文字を区別しない一

致 )。

表4-1. クエリを構築するためにサポートされている演算子
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演算子 記号 値 説明

In IN 数字 /日付 左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致します。

文字列 左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致します。

Not in NOT IN 数字 /日付 左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致しません。

文字列 左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致しません。

含む 含む 文字列 右側の文字列は左側の文字列のサブ

文字列です。

含めない 含めない 文字列 右側の文字列は左側の文字列のサブ

文字列ではありません。

前方一致 startswith 文字列 右側の文字列は左側の文字列の先頭

です (大文字と小文字を区別しない)。

後方一致 endswith 文字列 右側の文字列は左側の文字列の末尾

です (大文字と小文字を区別しない)。

表4-1. クエリを構築するためにサポートされている演算子 (続き)

リクエストクエリを構築するための論理演算子

クエリを構築するための論理演算子は、AND、OR、およびNOTです。

これらの演算子は次のように使用できます。

l AND/ORを使用して、複合クエリ内の複数の検索用語をリンクします。

l 任意の検索用語の前にNOT演算子を付けます。例 :

Priority='High' AND Status='InProgress' AND NOT AssignedTo IN
{'johndoe','janedoe'}

l 論理演算子が、既存のエントリの上下どちらに追加されるかによって新しいエントリの先頭または末

尾に付加されます。

クエリ内の検索用語のグループ化

1つまたは複数の検索用語を括弧でグループ化し、複雑なクエリを作成できます。例 :

(StartedOn > 6/6/09 AND StartedOn < 6/13/09) OR (StartedOn > 6/13/09 AND StartedOn
< 6/20/09)

HP DemandManagementユーザーガイド

第4章 : リクエストの処理と管理

HP Project and Portfolio Management Center (9.30) 76 / 112ページ



リクエストブラウザを使用したリクエストの検索
リクエストを参照するには、次の手順を実行します。

1. [開く] メニューで、 [Demand Management] > [リクエストブラウザ] > [リクエストの参照 ]をクリックしま

す。

[リクエストの参照 ]ページが開きます。

2. [リクエストタイプ] フィールドに、検索しているリクエストのリクエストタイプを入力します。

注 :複数のリクエストタイプを選択した場合、 [リクエストの参照 ]ページでは、選択したすべての

リクエストタイプに共通のフィールドのみ有効になります。

3. 検索の基となるすべてのフィールドの情報を入力します。

注 : クエリビルダを使用して、参照するリクエストを検索することもできます。この方法について

は、「クエリビルダーを使用したリクエストの検索」(74ページ)を参照してください。

4. [リクエストリストの列の選択 ]セクションで、参照するリクエストページに含める利用できる列を選択し

ます。

5. [選択した列 ] フィールドの右側にある上矢印と下矢印を使用して、列の表示順序を変更します。

6. [リクエストブラウザツリーでグループ化するフィールドを選択 ]セクションで、リクエストブラウザツリーでグ

ループ化する最大5つのフィールドを選択します。

注 :少なくとも1つのフィールドを選択する必要があります。

7. [選択したフィールド ] フィールドの右側にある上矢印と下矢印を使用して、フィールドの表示順序を

変更します。

8. この検索を保存するには、 [次の名前でこのプリファレンスセットを保存 ] フィールドにその名前を入力

します。

9. [参照 ]をクリックします。

リクエスト検索結果テーブルでのアクティブなワークフロース

テップの表示
[リクエスト検索結果 ]テーブルに、リクエストのアクティブなワークフローステップが階層順で表示されます。

この情報は、 [アクティブなワークフローステップ]列に表示されます (図4-1を参照 )。
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図4-1. [リクエスト検索結果 ] テーブルのアクティブなワークフローステップの階層順表示

[アクティブなワークフローステップ]列には、最上層のワークフローステップが最初に表示され、次に下位レ

ベルのワークフローステップが表示されます。

たとえば、リクエスト30190の場合、 [アクティブなワークフローステップ]列の値は次のようになります。

Serial_Sub_Sub_WF; PPM - 計画; 詳細なプロジェクト定義の作成

これら3つのワークフローステップの順番は、PPM - 計画が第2レベルのワークフローステップになり、第1の
ワークフローステップSerial_Sub_Sub_WFの下位になります。同様に、詳細なプロジェクト定義は第3レベ

ルのワークフローステップになり、第2レベルのワークフローステップPPM - 計画の下位になります。ワークフ

ローステップの階層も、リクエストの詳細ページの [ステータス]セクション (「リクエストの詳細ページ、 [ステー

タス]セクション」(59ページ)を参照 )に表示されます。

リクエストを開いて更新
必要なセキュリティアクセス許可がある場合、HP DemandManagementリクエストを開いて更新できま

す。この中には、次の操作が含まれます。

l リクエストの検索

l リクエストを開く

l リクエストフィールドの情報の変更

l リクエストに対するメモまたは参照の追加

l 利用できるアクションの実行

次の項では、これらのタスクについて説明します。

注意 : PPMCenterインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを定義した

言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエストタイプ
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を編集できない場合は、PPMCenterをログアウトしてから、再度ログオンし、今回はセッション言語と

してリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、『Multilingual User Interface
Guide』を参照してください。

バージョン9.30以降で、HP DemandManagementモジュールの次のページを起動した場合 :

l [リクエストの詳細 ]ページ

l [リクエストの先取り]ページ

l [リクエストの作成 ]ページ

ページ上で編集可能な最初のテキストフィールドに、フォーカスが自動的に移動します。これにより、編

集可能なフィールドの操作を直接行えます。

フォーカス機能は次のフィールドタイプでサポートされています。

l テキスト領域

l テキストフィールド

l ドロップダウンリスト

l オートコンプリートリスト

l ラジオボタン (はい/いいえ)

注 :スペースバーを押すと、フォーカスが自動的に [はい]オプションに移動します。

l 日付フィールド

l Webアドレス (URL)

ポートレットからリクエストを開く
HP DemandManagementリクエストポートレットには、リクエストの詳細ページへのリンクが含まれていま

す。リクエストに関連付けられている詳細ページを開くには、HP DemandManagementポートレットで、 [リ
クエスト番号 ] リンクをクリックします。

注 : [リクエストリスト ]ポートレットは、PFM -資産、PFM -提案、PFM -プロジェクト、プロジェクト詳

細などのリクエストタイプのスタッフィングプロファイル、財務ベネフィット、参照ドキュメントの詳細ビュー

へのリンクも表示できます。このドリルダウン機能は、セキュリティベースです。エンティティに対する「表

示」、「編集」、「すべて表示」、「すべて編集」のアクセス権限がない場合、関連付けられている値

はリンクとして表示されません。

HP DemandManagementポートレットについては、「ポートレットを使用したリクエストの管理 」(96ページ)
および「[DemandManager]ページ上のポートレット」(107ページ)を参照してください。
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電子メール通知からリクエストを開く
一部のワークフローステップは、アクティブ化時に電子メールで通知を送信するように設定されています。

ほとんどの電子メールでの通知には、リクエストへのリンクが含まれています。

関連付けられているリクエストを開くには、そのリンクをクリックします。PPMCenterにログオンすると、参照

リクエストが開きます。PPMCenterにログオンしていない場合、 [PPM Centerログオン]ページが開きます。

ログオンすると、参照されたリクエストが開きます。

電子メールの承認が設定されたHTML通知を受け取った場合は、メッセージをチェックして、利用可能な

アクションボタンとリンク (リクエスト番号および受信者の電子メールアドレスなど)が有効になっていることを

確認してください。Microsoft Office Outlook 2007では、デフォルトでHTML要素が表示されます。

無効なHTML要素を有効にする場合は、電子メールメッセージ上部に表示される色付きのバーを右ク

リックしてリンクを有効にしてください。

メニューバーからリクエストを開く
メニューバーからリクエストを開くには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]を選択します。

3. [リクエストの検索 ]ページで検索基準を入力して、 [検索 ]をクリックします。

4. [リクエスト検索結果 ]ページの [リクエスト番号 ]列で、開くリクエストに対応した番号をクリックしま

す。

リクエストの詳細ページが開きます。

基本的なリクエスト編集の実行
基本的なリクエスト編集を実行するには、次の手順を実行します。

注意 : PPMCenterインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを最初に定

義した言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエス

トタイプを編集できない場合は、PPMCenterをログアウトしてから、再度ログオンし、今回はセッショ

ン言語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、『Multilingual User
Interface Guide』を参照してください。

1. 編集するリクエストを開きます。

ツールバーには、実行する権限があるアクションのボタンが表示されます。
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注 :ワークフローの最初のステップとして即時実行ワークフローステップが設定されている場合、

実行が進行中であること、または完了したことを示すインジケータはありません。このワークフロー

を使用してリクエストを送信した後に、ステップがこの実行を完了するまで待機することをお勧め

します。リクエストを開いたときにそれが更新されていない場合、ステップで実行が完了した後に

リクエスト詳細ページを更新するか再度開いてください。

2. このリクエストを操作するには、ツールバーからボタンをクリックします。

注 : ツールバーに表示されるワークフローステップの数は、画面の解像度によって異なります。さ

らに多くのワークフローステップを表示するには、次を行います。

n コントロールパネルで、より高い画面解像度を選択する

n ブラウザを最大化する

n [Ctrl]キーと [-]キーを押してブラウザを縮小表示する

[受け入れ]や [却下 ]など、一部のアクションはリクエストをワークフローの次のステップに移動し、追

加入力は不要です。 [リソースのアサイン]や [意思決定の委任 ]などの他のアクションでは、追加情

報を入力する必要があります。

リクエストに対して実行しているアクションでさらに情報の入力が必要な場合、リクエストの

「Lookahead」ページが開きます。アクションを完了するために、赤色のアスタリスクが付いている必須

フィールドに情報を入力します

注 :すぐにすべての情報を入力できない場合、 [Lookahead]ページの [保存 ]をクリックして、こ

れまで入力した情報を保存してください。

一部のアクションは、フィールドのステータスを変更します。たとえば、無効なフィールドを有効あるい

は必須 (赤色のアスタリスク付き)にできます。新たに有効または必須になったフィールドについて

は、ヘッダセクションと詳細セクションを確認してください。

リクエストには、別のリクエスト (または他の参照エンティティ)が完了するまで保留中にする参照リ

レーションシップを設定できます。リクエストにこのような参照リレーションシップがある場合、利用でき

るアクションに [オーバライド ]ボタンがあります。参照リレーションシップをオーバライドし、リクエストが

ワークフローに従って続行できるようにするには、 [オーバライド ]をクリックします。

3. ヘッダセクションで、必要に応じてフィールドに入力します。

ヘッダセクションには、リクエストに関する一般的な情報が含まれています。必須フィールドには、赤

色のアスタリスクが付いています。他のすべてのフィールドはオプションです。特定のフィールドに関する

情報については、フィールドの横にある [ヘルプ]アイコン (使用可能な場合 )をクリックします。
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必要に応じて、リクエストタイプを変更できます。たとえば、バグリクエストを機能拡張リクエストに変

更できます。

リクエストタイプの変更には、リクエストに関連付けられているフィールドの変更も含まれます。リクエス

トタイプを変更する場合のデータ入力を簡略化するために、HP DemandManagementでは、オリジ

ナルのリクエストタイプのフィールドを新しいリクエストタイプのフィールドにマップします。新規フィールド

には値は含まれていません。リクエストタイプを変更するには、 [リクエストタイプ] フィールドの横にある

[変更 ]をクリックします。

注 : リクエストのリクエストタイプを変更すると、リクエストプロセスが再起動されます。つまり、プロ

セスはアサインされたワークフローの最初のステップから再スタートします。リクエストでは、任意の

メモと共通するフィールドが保持されます。

4. 詳細セクションで、必要に応じてフィールドに入力します。

詳細セクションには、リクエストに関する特定の情報が含まれています。このセクションには、サブセク

ションを設定できます。必須フィールドには、赤色のアスタリスクが付いています。特定のフィールドに

関するその他の情報を表示するには、フィールドの横にある [ヘルプ]アイコン (使用可能な場合 )を
クリックします。

5. [メモ]セクションには、記録するリクエストに関する追加情報を入力します。

[メモ]セクションには、リクエストに関するメモを入力できるフィールドがあります。メモを追加するには、

[メモの追加 ]セクションで、データを入力します。リクエストを保存すると、メモが追加されます。

既存のメモの表示は、 [既存のメモ]セクションで行います。最新のメモがリストの一番上になり、既

存のメモは時系列順にリスト表示されます。表示対象のメモをフィルタするには、次の1つまたは複

数の操作を実行します。

n ユーザが入力したメモのみ表示するには、 [ユーザメモのみ表示 ]チェックボックスを選択します。

n 特定のユーザが追加したメモを表示するには、 [メモの作者 ] リストからユーザ名を選択します。

n 特定のフィールドの変更された値に関連するメモのみ表示するには、 [変更済みフィールド ] リスト

からフィールド名を選択します。

6. [ステータス]セクションで、リクエストステータスをレビューします。

[ステータス]セクションには、すべてのワークフローステップと各ステップのステータスがリストされます。現

在のワークフローステップが強調表示されています。

ワークフローステップのリストに加えて、 [ステータス]セクションには、次のリンクもあります。

n グラフィックビュー: リクエストに関連付けられているワークフローが表示されます。

n 承認の詳細 :承認されたワークフローステップと完了したワークフローステップの詳細ビューが表示
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されます。

n トランザクションの詳細 :完了した各ワークフローステップの詳細情報が表示されます。

ワークフローステップが実行ワークフローステップの場合、リクエストの [実行ログ]にリンクされている可

能性があります。特定のワークフローステップのリクエストの [実行ログ]を表示するには、 [ステップス

テータス]列で [log]をクリックします。

7. 参照をリクエストに追加するには、 [参照 ]セクションを使用します。

既存の参照は、 [参照 ]セクションのサブセクションで閲覧できます。既存の参照は、エンティティタイ

プでグループ化されています。たとえば、参照リクエストは [リクエスト ]セクションにリスト表示されてい

ます。

既存の参照のリレーションシップを変更するには、 [リレーションシップ] リストから、別のリレーションシッ

プを選択します。参照を削除するには、参照名の左側にある [削除 ]アイコンをクリックします。

場合によっては、インターネットでアクセス可能なファイルを参照したり、ローカルマシンのドキュメント

またはファイルを現在のリクエストに添付したりする場合があります。パッケージ、タスク、他のリクエス

トなど他のエンティティをリクエストへの参照として追加することもできます。参照の追加方法について

は、「リクエストへ参照を追加」(33ページ)を参照してください。

8. [保存 ]をクリックします。

注 : PPMDashboardでページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。

前のページに戻るには、ページの上部にある対応するリンクをクリックします。

リクエストの同時編集
2人のユーザが同時に同じリクエストを編集して、 [保存 ]をクリックした場合、HP DemandManagement
では、両方のユーザが行った変更を保存しようとします。変更が保存されていない場合、HP Demand
Managementは入力したユーザに通知し、そのユーザに再度変更を行い保存するよう促します。
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注意 : PPMCenterインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを定義した

言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエストタイプ

を編集できない場合は、PPMCenterをログアウトしてから、再度ログオンし、今回はセッション言語と

してリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、『Multilingual User Interface
Guide』を参照してください。

例 : 2人のユーザによるフィールドの編集

2人のユーザ、OtumboとMonetteが別の場所で作業し、同じリクエストを編集しています。

l Otumboは、 [アサイン先 ] フィールドと [部署 ] フィールドに変更を加え、 [メモ] フィールドにテキストを追

加します。

l Monetteは、 [アサイン先 ] フィールドと [会社 ] フィールドに変更を加え、 [メモ] フィールドにテキストを追

加します。

1. Otumboが最初に [保存 ]をクリックします。

彼のすべての変更が保存されます。

2. Monetteが次に [保存 ]をクリックします。

Monetteの [メモ]は保存されますが、リクエストの上部のメッセージによると、別のユーザがリクエストに

対して変更を行ったことが通知され、それらの変更が表示されます。Monetteは、 [アサイン先 ] フィー
ルドと [会社 ] フィールドに対する変更を再入力する必要があります。

3. Monetteは、再度 [アサイン先 ] フィールドと [会社 ] フィールドの値を変更し、 [保存 ]をクリックします。

変更内容が保存されます。

例 : 2人のユーザによるフィールドとワークフローアクションの編集

2人のユーザ、「Otumbo」と「Monette」が別の場所で作業し、同じリクエストを編集しています。どちらの

ユーザにも、リクエストを次のワークフローステップに進めるアクセス許可があります。

1. Otumboは、リクエストの [メモ]セクションに変更を加え、ワークフローアクションボタンをクリックします。

Otumboの変更が保存され、リクエストがそのワークフローに従って先に進みます。

2. Monetteは、添付ファイルをリクエストに追加し、ワークフローアクションボタンをクリックします。

リクエストへの添付ファイルは保存されますが、リクエストの上部にあるメッセージによって、Monetteに
彼女が試行したワークフローアクションがすでに実行されていることが通知されます。それ以上のアク

ションは不要です。
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例 :並列ワークフローステップ

OtumboとMonetteは、ワークフローの並列ブランチに従って処理されている同じリクエストを編集していま

す。どちらのユーザも、問題なく別個に並列ブランチに従ってリクエストを処理できます。

クイック編集 :複数のリクエストの同時編集
HP DemandManagementのクイック編集機能を使用すると、1つのページから多数のリクエストを同時に

変更できます。編集するリクエストを検索するだけです。結果のリストから編集するリクエストを選択して、

[クイック編集 ]をクリックします。選択したリクエストが、 [リクエストの変更 ]ページのスプレッドシート形式の

インタフェースに1行ずつ表示されます。リストされている各リクエストの有効なフィールドを個別に編集して

から、それらすべてのフィールドを同時に保存できます。

クイック編集の実行は、たとえば、次のような場合に便利です。

l アサインされていないリクエストを検索して、処理する必要がある20個の新規リクエストが検索された

とします。これらのリクエストのうち15個を特定のリソースにすぐにアサインし、それぞれに優先度を指定

します。

l DEM -アプリケーションバグタイプの新しいリクエストをすべて検索した後、優先度を指定し、それぞれ

に正しいアプリケーションが指定されていることを確認します。

クイック編集機能は、デフォルトで有効になっています。無効にするには、サーバ設定パラメータの

DISABLE_QUICK_EDIT_MASS_UPDATEをtrueに設定します。詳細については、『HP Demand
Management設定ガイド』を参照してください。

注意 : [PFM -月別終了期間 ]検証を、非PFM -提案リクエストタイプに使用しないでください。 [ク
イック編集 ]または [一括更新 ]を、 [PFM -月別終了期間 ]検証を使用して非PFM提案リクエスト

タイプで実行するとエラーが発生します。これは、 [PFM -月別終了期間 ]検証ではSQLが実行する

トークンKNTA_PLAN_START_DATEを使用したフィールドが必須ですが、非PFM提案リクエストタ

イプのほとんどでこのようなフィールドがないためです。

クイック編集を実行する際の注意

HP DemandManagementで実行するクイック編集には、次の制限があります。

l クイック編集は、すべて同じタイプのリクエストでのみ実行できます。このため、リクエストを検索してク

イック編集を実行する場合、1種類のリクエストタイプのみ選択してください。

l クイック編集中は、複数のリクエストに対して設定される高度なUIルールは機能しません。たとえば、

フィールドを動的に表示 /非表示にする、フィールドスタイリングを変更する、またはフィールドを必須に

するために定義されるUIルールは、ユーザがクイック編集の実行中は適用されません。ただし、リクエ

ストの保存時に、ユーザが行った他の編集に基づいて動的に、必須となるフィールドが強制されま

す。
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l クイック編集中は、標準のリクエストフィールド (テキストフィールド、日付フィールド、リストなど)は更新

できますが、添付ファイル、テーブルコンポーネント、エンティティセレクタコンポーネント (スタッフィングプロ

ファイルなど)などの複雑なコンポーネントは編集できません。

l クイック編集では、ワークフローアクションを実行したり、基本的なフィールド値以外のリクエストの要素

を更新したりできません。たとえば、クイック編集中は、メモの追加、参照の更新、リソースの管理を

行うことはできません。

l PPMCenterインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを定義した言語での

み編集できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエストタイプを編集で

きない場合は、PPMCenterをログアウトしてから、再度ログオンし、今回はセッション言語としてリクエ

ストタイプの定義言語を選択します。詳細については、『Multilingual User Interface Guide』を参照し

てください。

クイック編集: エラー処理

[保存 ]または [完了 ]をクリックすると、システムでは、更新されたすべてのリクエストを保存しようとします。

問題が発生すると、保存できなかったリクエストのリスト、および保存が失敗した理由を表示します。

エラーは次の場合に発生する可能性があります。

l 変更を保存する前に、リクエストが別のセッションの別のユーザによって更新された場合。

l 保存時に空のフィールドを必須にするUIルールがトリガされた場合 (「クイック編集を実行する際の注

意」(85ページ)を参照 )。

クイック編集の実行

リクエストのセットでクイック編集を実行するには、次の手順を実行します。

1. 更新する同じタイプのリクエストのセットを検索します。

[リクエスト検索結果 ]ページが開き、検索結果がリスト表示されます。
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2. クイック更新を実行するリクエストのチェックボックスを選択します。

3. リクエストのリストの下にある [編集 ]をクリックして、 [クイック編集 ]を選択します。

[リクエストの変更 ]ページが開き、選択したリクエストがリストされます。

4. 編集するリクエストが表示されている行をクリックします。

編集する権限を与えられているフィールドが有効になります。

5. 編集する有効なフィールドに対して変更を行います。

6. 残りの各リクエストについて、手順4と手順5を繰り返します。

7. 更新内容を保存し、 [リクエストの変更 ]ページを表示したままにするには、 [保存 ]をクリックします。

更新内容を保存し、 [リクエストの変更 ]ページを閉じるには、 [完了 ]をクリックします。

注 : リクエストブラウザからクイック編集機能を使用することもできます。リクエストブラウザを使用してリ

クエストを検索する方法については、「リクエストブラウザを使用したリクエストの検索」(77ページ)を参

照してください。

ヒント : PPMDashboardでページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。
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[検索結果 ]ページなどの前のページに戻るには、このページの上部にある対応するリンクをクリックし

ます。

一括更新 :複数のリクエストに対するアクションの同時実

行
同じタイプの複数のリクエストに対して同じアクションを実行する場合、リクエスト一括更新機能を使用

できます。所定のタイプのリクエストだけを検索し、個々のリクエストを更新するのではなく、リクエストのセッ

ト全体を更新します。

次のような場合に、一括更新が役立ちます。

l 開発マネージャが新規の不具合リクエストすべてを検索します。そのうちの20個を同じ開発者にアサ

インします。この中には、20個すべてのリクエストの [アサイン先 ] フィールドの更新、およびそのステータ

スの新規からアサイン済みへの変更が含まれています。

l 現在、15個のリクエストがあなたにアサインされています。あなたは長期休暇を取得するため、これら

すべてのリクエストを別のエンジニアに再アサインする必要があります。

l 同じ特定の利害関係者を特定の顧客アカウントからのエスカレーションに追加して、アクティビティに

よって生成された電子メールの管理をこれらのエスカレーションにコピーできるようにする必要がありま

す。

このような場合は、リクエスト一括更新によって素早く簡単に処理できます。

一括更新機能は、デフォルトで有効になっています。無効にするには、サーバ設定パラメータの

DISABLE_QUICK_EDIT_MASS_UPDATEをtrueに設定します。詳細については、『HP Demand
Management設定ガイド』を参照してください。

注意 : [PFM -月別終了期間 ]検証を、非PFM -提案リクエストタイプに使用しないでください。 [ク
イック編集 ]または [一括更新 ]を、 [PFM -月別終了期間 ]検証を使用して非PFM提案リクエスト

タイプで実行するとエラーが発生します。これは、 [PFM -月別終了期間 ]検証ではSQLが実行する

トークンKNTA_PLAN_START_DATEを使用したフィールドが必須ですが、非PFM提案リクエストタ

イプのほとんどでこのようなフィールドがないためです。

一括更新を実行する際の注意

リクエスト一括更新機能を使用する場合、次の制限事項に注意してください。

l バッチ更新では、1種類のリクエストタイプのみサポートされています。

l 標準のリクエストフィールド (テキストフィールド、日付フィールド、リストなど)、ワークフローアクションを更

新でき、メモをリクエストに追加できます。添付ファイル、テーブルコンポーネント、エンティティセレクタコ

ンポーネント (スタッフィングプロファイルなど)などの複雑なコンポーネントに対して、一括更新は実行
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できません。

l 一括更新中は、複数のリクエストに対して設定される高度なUIルールは機能しません。たとえば、

フィールドを動的に表示 /非表示にする、フィールドスタイリングを変更する、フィールドを必須にするた

めに定義されるUIルールは、ユーザが一括更新の実行中は適用されません。ただし、リクエストの保

存時に、ユーザが行った他の編集に基づいて動的に、必須となるフィールドが強制されます。

l 更新するために選択したすべてのリクエストが同じワークフローステップでアクティブな場合、すべてのリ

クエストのそのステップに対してアクションを実行できます。ただし、一度に1つのアクティブなワークフロー

ステップのみ更新できます。

さらに、更新がどのように自動化プロセスに影響を与えるかを考慮してください。何らかの更新を実行す

ると、続けて他の依存フィールドの更新がトリガされる可能性があります。

注意 : PPMCenterインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを最初に定

義した言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエス

トタイプを編集できない場合は、PPMCenterをログアウトしてから、再度ログオンし、今回はセッショ

ン言語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、『Multilingual User
Interface Guide』を参照してください。

一括更新: エラー処理

[保存 ]または [完了 ]をクリックすると、システムでは、更新されたすべてのリクエストを保存しようとします。

問題が発生すると、保存できなかったリクエストのリスト、および保存が失敗した理由を表示します。

エラーは次の場合に発生する可能性があります。

l 変更を保存する前に、リクエストが別のセッションの別のユーザによって更新された場合。

l 保存時に空のフィールドを必須にするUIルールがトリガされた場合 (「一括更新を実行する際の注

意」(88ページ)を参照 )。

一括更新の実行

リクエスト一括更新機能を使用するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [リクエスト ]をクリックします。

3. 更新するリクエストタイプのリクエストを検索します。

4. [リクエスト検索結果 ]ページで、更新するリクエストのチェックボックスを選択します。

5. [編集 ]をクリックし、 [一括更新 ]を選択します。

[リクエストの変更 ]ページが開き、選択したリクエストがリストされます。
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6. 次のいずれかを実行します。

n [利用できるアクション]セクションが使用可能な場合、アクションボタンをクリックして、選択したす

べてのリクエストの同じワークフローステップに対してアクションを実行できます。

n すべてのリクエストに対して同じ説明を入力するには、 [説明 ]列の下のフィールドに入力します。

すべてのリクエストの [説明 ] フィールドを空にするには、 [説明 ]列の下にある [空白にする]チェック

ボックスを選択します。

n 同じリソースをすべてのリクエストにアサインするには、 [アサイン先 ]列の下にあるオートコンプリート

を使用して、アサインするリソースの名前を指定します。

すべてのリクエストの [アサイン先 ] フィールドを空にするには、 [アサイン先 ]列の下にある [空白に

する]チェックボックスを選択します。

n 同じ優先度をすべてのリクエストにアサインするには、 [優先度 ]列の下にある [優先度 ] リストか

ら、優先度の値を選択します。

すべてのリクエストの [優先度 ] フィールドを空にするには、 [優先度 ]列の下にある [空白にする]
チェックボックスを選択します。

注 : フィールドがある列に対してのみ一括更新を使用できます。

7. [完了 ]をクリックします。

[リクエストバッチ更新の確認 ]ウィンドウが開き、行おうとしている変更がリスト表示されます。

8. リストされた内容が意図するものと同じかを確認するには、 [続行 ]をクリックします。

注 : リクエストブラウザから一括更新機能を使用することもできます。リクエストブラウザを使用してリク

エストを検索する方法については、「リクエストブラウザを使用したリクエストの検索」(77ページ)を参

照してください。

指定された何らかの変更を実装できなかった場合、警告アイコン の横にあるページの左上隅に、その

影響を示すメッセージが、保存できなかったすべてのリクエストと理由を説明する別のウィンドウへのリンク

とともに表示されます。

注 : PPMDashboardでページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。
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[検索結果 ]ページなどの前のページに戻るには、このページの上部にある対応するリンクをクリックし

ます。

フィールドレベルのセキュリティチェック

PPMCenterでは、次のシナリオに事前チェックを追加することにより、一括更新でセキュリティチェックを行

えます。

l [一括更新 ]をクリックして、選択した複数のリクエストで一括更新を実行すると、セキュリティチェックが

実行され、選択したリクエストに一括更新の操作エラーが発生する可能性のある潜在的な問題が

あるかどうかを検証します。セキュリティチェックには、次の事前チェックがあります。

n ステータス依存チェック:編集不可フィールドのフィールドステータス依存をチェックします。

n フィールドレベルのセキュリティ検証 :選択したリクエストのフィールドレベルのセキュリティを検証し、

ユーザに適切な権限があるか確認します。

n 表示のみチェック: 表示のみのフィールドをチェックします。

これらの事前チェックを実施すると、 [リクエストバッチ更新 ]ページに、次のように更新するリクエストが

表示されます。

n 1つの列が、選択したすべてのリクエストで編集不可の場合、この列は、読み取り専用として表示

されてグレーアウトします。

n 1つの列が、ユーザが更新するよう選択したリクエストで1つでも編集可能になっているリクエストが

ある場合、この列は編集可能として表示されます。

l [リクエストバッチ更新 ]ページで [保存 ]または [完了 ]をクリックすると、一括更新が有効であるかどう

かのリクエストのステータスチェックなど、さらにいくつかの該当する事前チェックが行われます。

潜在的なエラーが存在する場合、たとえば、

n 事前チェックで、リクエストフィールドの [編集可能 ]オプションが現在のステータスで [いいえ]に設定

されている場合など、このフィールドへの更新は適用されません。
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n リクエストに、ユーザに編集許可のないフィールドが含まれている場合、リクエストは更新されませ

ん。

次に、警告メッセージが [リクエストバッチ更新の確認 ]ページに表示され、更新できない可能性のあ

るリクエストがその理由とともにリスト表示されます。この事前警告メッセージにより、操作を続行する

かどうかを判断できます。

l ワークフロー遷移チェック: ワークフローアクションを、 [リクエストバッチ更新 ]ページでクリックすると、セ

キュリティチェック、リクエストステータスのチェック、アクションが選択したリクエストに対し行えるかどうかの

チェックなど、いくつかの事前検証が行われます。潜在的なエラーが存在する場合、ユーザーに対す

る警告メッセージが [リクエストバッチ更新の確認 ]ページに表示され、更新できない可能性のあるリク

エストがその理由とともにリスト表示されます。

リクエストの管理
HP DemandManagementでリクエストを送信後、必要なアクセス許可を持つユーザは、ビジネス要件ま

たはワークフローに対する変更に応じて、そのリクエストを表示、変更、または削除できます。

クローズしたリクエストの再オープン
ワークフローの事前設定されたステップでリクエストを再オープンすることができます。たとえば、不具合リク

エストがクローズされていて、不具合が再発する場合、リクエストを再オープンできます。

リクエストを再オープンするには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

注 : リクエストをオープンする方法については、「リクエストを開いて更新」(78ページ)を参照してく

ださい。

[リクエスト詳細 ]ページが開きます。

3. [ジャンプ先 ]ナビゲーションパネルから [ステータス]をクリックします。

4. [リクエストの再オープン]をクリックします。

リクエストが再度開きます。

リクエストの削除
PPMCenterからは、保存されたリクエストのみ削除できます。リクエストを削除するには、「Demand
Mgmt: リクエストの編集」アクセス許可または「DemandMgmt:すべてのリクエストの編集」アクセス許可の
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いずれかが必要です。削除したリクエストは、開くことも、表示することもできなくなります。

リクエストを削除するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

注 : リクエストをオープンする方法については、「リクエストを開いて更新」(78ページ)を参照してく

ださい。

[リクエスト詳細 ]ページが開きます。

3. 右上隅の [リクエストの削除 ]をクリックします。

HP DemandManagementから、リクエストの削除の確認を求められます。

4. [OK]をクリックします。

リクエストのキャンセル
PPMCenterでは、保存されたリクエストのみキャンセルできます。保存されたリクエストをキャンセルするに

は、「DemandMgmt: リクエストの編集」アクセス許可または「DemandMgmt:すべてのリクエストの編集」

アクセス許可のいずれかが必要です。

既存のリクエストをキャンセルするには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

3. 右上隅の [詳細 ] > [リクエストのキャンセル]をクリックします。

HP DemandManagementから、キャンセルの確認を求められます。

4. [OK]をクリックします。

これで各ワークフローステップがキャンセルされ、リクエストステータスが [キャンセル済み]に設定されま

す。

リクエストの印刷
リクエストの詳細ページを印刷できます。

注 :詳細ページの印刷用バージョンは、変更できません。

リクエストを印刷するには、次の手順を実行します。
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1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

注 : リクエストをオープンする方法については、「リクエストを開いて更新」(78ページ)を参照してく

ださい。

[リクエスト詳細 ]ページが開きます。

3. 右上隅の [印刷 ]をクリックします。

ページの印刷用バージョンが、新しいブラウザウィンドウに開きます。

4. ページの印刷用バージョンで、 [印刷 ]をクリックします。

リクエストの削除
複数のリクエストを同時に削除できます (必要なアクセス許可がある場合 )。削除されたリクエストは、開く

ことも、表示することもできません。

複数のリクエストを削除するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 削除するリクエストを検索します。

[検索結果 ]ページが開きます。

3. [リクエスト検索結果 ]セクションで、削除するリクエストのチェックボックスを選択します。

4. [削除 ]をクリックします。

Demand Managementレポートを使用したリクエストの

監視
HP DemandManagementには、「表4-2. HP DemandManagementレポート」(95ページ)にリストされてい

るレポートの事前定義されたセットがあります。「システム:レポートの送信」アクセス許可がある場合、いつ

でもこれらのレポートを生成してリクエストアクティビティを監視できます。
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レポート名 説明

連絡先の詳細 リクエストの入力と更新が可能なHP DemandManagementシステムに

入力済みの連絡先をクエリします。

デマンド作成履歴 指定されたデマンドセットのデマンド作成履歴を表示します。このレ

ポートは、Microsoft® Excelやその他のデータ分析ツールにリクエスト

データをエクスポートするのに便利です。

SLA違反履歴 指定されたデマンドセットのSLA違反履歴を表示します。このレポート

は、Microsoft Excelやその他のデータ分析ツールにリクエストデータをエ

クスポートするのに便利です。

リクエストのインポート リクエストデータを検証し、HP DemandManagementオープンインター

フェイステーブルから標準HP DemandManagementデータモデルにリク

エストデータを読み込みます。

処理されたデマンドの履歴 指定されたデマンドセット用に処理されたデマンドの履歴を表示しま

す。

リクエスト詳細 選択基準を複数使用してリクエストに関する情報を示します。

リクエスト詳細 (カスタムフィー

ルドでフィルタ)
カスタムフィールドの値に基づいてリクエストをフィルタできる点を除き、リ

クエスト詳細レポートと類似しています。

リクエストヘッダタイプ詳細 リクエストヘッダタイプの設定の詳細を示します。セットアップを監査し、

特定のリクエストヘッダタイプで発生する可能性がある問題をデバッグ

するのに便利です。

リクエスト履歴 選択された各リクエストの完全なワークフローとフィールド変更履歴をリ

スト表示します。詳細には、完全なリクエストワークフロー履歴と監査

用に設定したフィールド、および部分実行された各ステップの各ステー

タス変更が含まれています。

デマンドリスト 組織またはリソースへのデマンドのリストを示します。このポートレットを

設定して、デマンドタイプ、アサインされている優先度の値、デマンド処

理状況などの基準に基づきフィルタされたデマンド情報を表示できま

す。

リクエストのクイックビュー オープンしているリクエスト、クローズしたリクエストのサマリを優先度に

基づいて整理して示します。

リクエストサマリ 選択基準に一致するリクエストのグループの合計カウントを表示しま

す。

表4-2. HP Demand Managementレポート
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レポート名 説明

リクエストサマリ (カスタムフィー

ルドでフィルタ)
カスタムフィールドの値に基づいてリクエストをフィルタできる点を除き、リ

クエストサマリレポートと類似しています。

リクエストタイプ詳細レポート カスタムフィールド、取り得るステータス値、デフォルトのロジック、および

各リクエストタイプで使用されるコマンドに関する詳細を含む、リクエス

トタイプの設定情報を表示します。

表4-2. HP Demand Managementレポート (続き)

PPMCenterでのこれらのレポートとその他の事前定義されたレポートの設定および実行方法の詳細に

ついては、『Reports Guide and Reference』を参照してください。

HP Demand Managementレポートの作成
HP DemandManagementレポートを作成するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [作成 ] メニューで、 [レポート ]をクリックします。

[新規レポートの送信 ]ページが表示されます。

3. [レポートカテゴリ] リストから、 [Demand Management]を選択します。

[レポートの送信 : <レポート名>]ページが開きます。

4. 必要なすべてのフィールド、およびレポートの作成に使用する任意のフィールドに入力します。

5. [送信 ]をクリックします。

ポートレットを使用したリクエストの管理
HP DemandManagementリクエストポートレットを使用すると、リクエスト情報を整理して表示し、さらに、

表示されたデータをドリルダウンしてさらに詳細を表示できます。表4-3に、PPMDashboardページ (事前

設定された [DemandManager]ページを含む)に追加して情報ニーズを満たすようにカスタマイズできる、

デマンド関連ポートレットをリスト表示します。

[DemandManager]ページに表示されるデフォルトのポートレットについては、「[DemandManager]ページ

上のポートレット」(107ページ)を参照してください。ポートレットに表示される情報を設定する方法につい

ては、「ポートレットプリファレンスの設定」(110ページ)を参照してください。
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ポートレット名 説明

アサインキュー リソースにまだアサインされていないデマンドのカスタマイズ可能なビューを

示します。このポートレットを使用して、リクエストにリソースをアサインしま

す。

デマンド集計 組織に対するデマンドの概要を棒グラフで表示します。ドリルダウン機能

により、表示されるリクエストに関する詳細を表示できます。

デマンド (カテゴリ別 ) デマンドのさまざまな側面のグラフィカルサマリビューを示します。ポートレッ

トに表示される情報は、 [部署 ]、デマンドタイプ、 [優先度 ]の値などに基

づいて整理できます。特定のグループ化 (数 )内のデマンドエントリの個

数、またはグループ化されたデマンドの統合された工数を基に、表示す

る情報を整理することもできます。

デマンドリスト 組織またはリソースへのデマンドのカスタマイズ可能なリストを示します。

問題リスト プログラムに関連付けられているオープン済み問題をリスト表示します。

マイリクエスト 現在のユーザによって作成されたか、あるいは、現在のユーザにアサイン

されたリクエストで、ユーザが実行できるワークフローステップにあるリクエス

トをすべて表示します。このポートレットは、最も緊急度の高いリクエスト

のビューを示します。デフォルトでは、ユーザが作成したか、あるいは、ユー

ザにアサインされているすべてのリクエスト (現在のアクティブなステップを持

つ)を表示し、ユーザがポートレットをカスタマイズせずに情報を確認でき

るようにします。

オープン済みリクエスト (優
先度別 )

オープンされているリクエスト数をアサインされている優先度値別にグルー

プ化したグラフィックビューです。オープンされている問題を視覚化し、グ

ループ化できます。

プログラムリスクリスト プログラムとプログラムにリンクされているプロジェクトに関連付けられてい

るリスクをリスト表示します。ポートレットをカスタマイズして、プログラム、プ

ロジェクト、インパクト、オカレンスの確率、 [インパクトレベル]、その他の基

準に基づいてリスクを表示できます。アサインされているアクティビティに関

連するプログラムのみを表示するよう設定できます。

プログラムのスコープ変更リ

スト

プログラムにリンクされているプロジェクトに関連付けられているスコープ変

更リクエストをすべて表示します。このポートレットの複数のインスタンスを

設定し、さまざまなプログラムおよびそれらがリンクされているプロジェクトに

対して記録されているスコープ変更を表示することができます。

カスタマイズして、 [プロジェクト名 ]、 [重要度 ]、 [変更リクエストレベル]など

の基準に基づいてスコープ変更リクエストを表示できます。

表4-3. デマンド関連ポートレット
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ポートレット名 説明

リクエストアクティビティ 過去2週間にオープンされたリクエスト数とクローズされたリクエスト数や、

現在オープンしているリクエスト数など、一般的なアクティビティについての

情報を示します。アクセスの多いリクエストタイプ、およびそのリクエストタイ

プの担当としてアサインされたグループやユーザを表示します。

リクエストリスト リクエストに関する一般的な情報を表示します。これには、説明およびス

テータスが含まれます。 [リクエスト番号 ] リンクをクリックすると、対応するリ

クエストの詳細ページを開くことができます。

PFM -資産、PFM -提案、PFM -プロジェクト、プロジェクト詳細などのリ

クエストタイプのリクエストに対応する列を表示するよう設定し、必要なア

クセス許可がある場合、PPMCenterの対応するエンティティへのリンクで

もある、これらの値をクリックできます。

l スタッフィングプロファイル

l 財務ベネフィット

l 参照ドキュメント

このポートレットのドリルダウン機能は、セキュリティベースです。エンティティ

に対する [表示 ]、 [編集 ]、 [すべて表示 ]、 [すべて編集 ]のアクセス権限が

ない場合、その値はリンクとして表示されません。

リクエスト参照 [リクエスト参照 ]ポートレットは、 [参照タイプ]、 [リレーションシップ]、参照

を追加した期間などのフィルタに基づいて、パッケージに関連付けられた

参照をリストします。

リクエストサマリ アサインされている [優先度 ]、 [リクエストタイプ]、各カテゴリのリクエスト合

計数など、リクエストのグループについての情報を表示します。任意のリ

クエスト、またはリクエストグループをドリルダウンできます。

リクエストサマリの棒グラフ 選択したリクエストに関してロールアップされた情報を棒グラフで表示しま

す。その棒グラフが表すリクエストのリストを表示するには、棒グラフをクリッ

クします。

リクエストサマリの円グラフ 選択したリクエストに関してロールアップされた情報を円グラフで表示しま

す。円グラフの部分が表すリクエストのリストを表示するには、円グラフの

部分をクリックします。

表4-3. デマンド関連ポートレット (続き)
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ポートレット名 説明

SLA例外のロールアップ アクティブなサービスレベルアグリーメント (SLA)に含まれる、すべてのオー

プンされているデマンドをグラフィック (棒グラフ)表示します。SLAはリクエス

トタイプルールで設定されます。情報ニーズに応じて、 [部署 ]、 [アプリケー

ション]、デマンドタイプ、その他の基準に基づいてSLA情報をグループ化

できます。

違反は赤色で強調表示されます。違反するリクエストのリストを表示す

るには、 [これらの例外の表示 ]をクリックしてください。

表4-3. デマンド関連ポートレット (続き)

HPには、DemandManagerが使用するリクエスト関連のデフォルトポートレットを含む、事前設定された

[DemandManager]ページが用意されています。 [DemandManager]ページの詳細とこのページをPPM
Dashboardに追加する方法については、「[DemandManager]ページ」(105ページ)を参照してください。

[リクエスト検索結果]ページおよびリクエストカテゴリ

のポートレット上でのリクエスト間の移動
次のページとポートレットでは、より簡単にリクエスト間の移動が行えるように、ページネーションが強化さ

れています。

l 「リクエスト検索ページの強化」(99ページ)

l 「リクエストカテゴリのJavaおよびビルダポートレットの強化」(100ページ)

リクエスト検索ページの強化
バージョン9.30以降の [リクエスト検索結果 ]ページでは、システムのパフォーマンスを向上するため、デフォ

ルトでレコードの合計数が表示されません。次ページにエントリがある場合は、ページナビゲーションボタン

が有効になります。

保存済みの検索を表示する [リクエスト検索結果 ]ページには、引き続きレコードの合計数が表示され

ます。保存済みの検索のレコードの合計数は、管理コンソールのUnchecking Showing Total Number
Toolを使用してクリアできます。詳細については、『Installation and Administration Guide』を参照してくだ

さい。
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ただし、 [リクエスト検索結果 ]ページにレコードの合計数を常に表示したい場合は、次のいずれかの手

順を実行します。

l 管理コンソールで、新しいサーバ設定パラメータREQUEST_SEARCH_RESULTS_SHOW_TOTAL_NUMBER_
OF_RECORDSをtrueに設定します。

l [リクエストの検索 ]ページの [表示するリクエストの検索 ]セクションで、 [レコードの合計数を表示 ]
チェックボックスを選択します。

注記 :この操作は現在の検索にのみ有効です。

バージョン9.30以降では、同じ [リクエスト検索結果 ]ページ上のリクエスト間を移動することもできます。

[リクエスト検索結果 ]ページでリクエスト番号をクリックして [リクエスト詳細 ]ページに進むと、ナビゲーショ

ンバーがページの右上に表示され、次のことが可能になります。

l 現在どのリクエストを表示しているかを確認する

l 矢印ボタンをクリックして前または次のリクエストに移動する

[リクエスト検索結果 ]ページに表示されていないリクエストに移動する場合は、 [検索結果 ]階層リンクを

クリックして [リクエスト検索結果 ]ページに戻り、右矢印ボタンをクリックして別の検索結果ページに移動

してから、目的のリクエストに移動できます。

リクエストカテゴリのJavaおよびビルダポートレットの強化
バージョン9.30以降では、システムのパフォーマンスを向上するため、リクエストカテゴリのJavaおよびビルダ

ポートレットにレコードの合計数がデフォルトで表示されません。次ページにエントリがある場合は、ページ

ナビゲーションボタンが有効になります。
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リクエストカテゴリのJavaおよびビルダポートレットにレコードの合計数を表示するには、次の手順を実行し

ます。

1. ポートレットの [編集 ] アイコンをクリックします。

[プリファレンスの編集 ]ページが開きます。

2. [プリファレンス]セクションで、 [レコードの合計数を表示 ]チェックボックスを選択します。

3. [完了 ]をクリックします。

ポートレットのレコードの合計数が表示されます。

注 :

l この操作は現在のユーザにのみ有効です。

l リクエストカテゴリの複数のJavaまたはビルダポートレットに合計数を表する場合は、各ポートレッ

トの [プリファレンスの編集 ]ページで [レコードの合計数を表示 ]チェックボックスを選択する必要が

あります。
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第5章 :リクエストとプロジェクトの統合

l 「リクエストとプロジェクトの統合の概要 」(102ページ)

l 「タスクからのリクエストの参照」(103ページ)

リクエストとプロジェクトの統合の概要
HP DemandManagementとHP Project Managementの両方を所有しているHPカスタマは、HP Demand
Managementのリクエストトラッキング機能をHP Project Managementの送信可能日付および実績日付

のトラッキング機能と統合できます。HP DemandManagementとHP Project Managementを統合すること

で、リクエストをインタロッキングイニシアティブのスケーラブルなフレームワークへシームレスに折りたたむこと

ができます。

タスクをHP DemandManagementのリクエストにリンクしても、プロジェクトをサポートしている詳細アクティビ

ティを即座に表示できます。プロジェクト、タスク、およびリクエスト間に指定可能なリレーションシップは次

のとおりです。

l リクエストに対するタスクの参照 : [タスクの詳細 ]ページの [参照 ] タブを使用すると、タスクを新規およ

び既存のリクエストにリンクできます。

l リクエストからのプロジェクトの参照 : [タスクの詳細 ]ページの [参照 ] タブを使用すると、リクエストから既

存のプロジェクトを参照できます。リクエストからプロジェクトを参照する方法については、「リクエストへ

の参照の追加の概要」(32ページ)を参照してください。

l リクエストからのタスクの参照 : [タスクの詳細 ]ページの [参照 ] タブを使用すると、リクエストから既存の

タスクを参照できます。リクエストからタスクを参照する方法については、「リクエストへの参照の追加の

概要」(32ページ)を参照してください。

リクエストとプロジェクトを統合すると、2つのエンティティ間に依存リレーションシップが確立されます。たとえ

ば、リクエストをパッケージの先行タスクとして指定できます。これは、リクエストがクローズされるまでパッ

ケージがそのワークフローに従って進めないことを意味します。表5-1は、リクエストとタスク間、およびリクエ

ストとプロジェクト間に作成できる依存リレーションシップの一覧です。

エンティティからエンティ

ティ 依存リレーションシップ 説明

リクエストからタスク このリクエスト関連 (情報 )選択したタスクはリクエストに関連付けら

れています。

リクエストからプロジェクト このリクエスト関連 (情報 )選択したプロジェクトはリクエストに関連

付けられています。

表5-1. 依存リレーションシップ
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エンティティからエンティ

ティ 依存リレーションシップ 説明

プロジェクトからリクエスト このプロジェクト関連 (情報 )選択したリクエスト (新規または既存 )は
このプロジェクトに関連付けられています。

タスクからリクエスト このタスク関連 (情報 )選択したリクエストはタスクに関連付けら

れています。

表5-1. 依存リレーションシップ (続き)

リレーションシップの詳細については、「リクエストの詳細ページ、 [参照 ]セクション」(64ページ)を参照してく

ださい。

タスクからのリクエストの参照
タスクからリクエストを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、 [プロジェクト ]をクリックします。

[プロジェクトの検索 ]ページが開きます。

3. 検索基準を入力します。

4. [検索 ]をクリックします。

[プロジェクトの検索 ]ページが再読み込まれ、検索結果が表示されます。

5. プロジェクトを開くには、 [プロジェクト名 ] リストからプロジェクト名をクリックします。

6. [プロジェクトサマリ] タブで、 [作業計画 ]セクションの上部にある [作業計画の編集 ]をクリックします。

[作業計画の表示 ]ページがスケジュールビューに開きます。

7. タスクのリストで、更新するタスクを選択し、 [タスクの詳細 ]アイコンをクリックします。

[タスクの詳細 ]ページが開きます。

8. [参照 ] タブをクリックします。

9. [新規参照 ] リストから、 [リクエスト (既存 )]または [リクエスト (新規 )]を選択します。

10. [追加 ]をクリックします。

[リクエスト (既存 )]を選択した場合、 [参照の追加 : リクエスト ]ページが開きます。 [リクエスト (新規 )]
を選択した場合、 [新規リクエストの作成 ]ウィンドウが開きます。
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11. [リクエスト (既存 )]を選択した場合、次の手順を実行します。それ以外の場合、手順12に進みま

す。

a. [参照の追加 : リクエスト ]ページで検索基準を入力して、 [検索 ]をクリックします。

[リクエスト検索結果 ]セクションに、検索基準に一致するリクエストがリスト表示されます。

b. [リクエスト検索結果 ]セクションで、参照として追加するリクエストの横にあるチェックボックスを選

択します。

c. [追加 ]をクリックします。

[参照の追加 : リクエスト ]ページが閉じ、 [タスクの詳細 ]ページが開きます。 [参照 ] タブの [保存

時に追加される参照 ] フィールドに、選択したリクエストが表示されます。

12. [リクエスト (新規 )]を選択した場合、 [新規リクエストの作成 ]ウィンドウで次の手順を実行します。

a. [リクエストタイプ] フィールドで、リクエストタイプを選択します。

注 : リクエストとタスク間では、「このタスク関連」のみ指定できます。

b. [作成 ]をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ウィンドウが開きます。

c. すべての必須情報 (赤色のアスタリスクが付いている)と役立つ任意の情報を入力して、 [送
信 ]をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ>の作成 ]ウィンドウが閉じ、 [タスクの詳細 ]ページが開きます。 [参照 ] タ
ブの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、今作成したリクエストが表示されます。

13. [完了 ]をクリックします。

リクエストはタスクに対して参照されます。 [タスクの詳細 ]ページが閉じ、 [作業計画 ]ページが開きま

す。

14. 作業計画に対する変更を保存するには、 [完了 ]をクリックします。
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第6章 : [Demand Manager]ページ

l 「[DemandManager]ページの概要」(105ページ)

l 「[DemandManager]ページ上のポートレット」(107ページ)

l 「ポートレットプリファレンスの設定」(110ページ)

[Demand Manager]ページの概要
HP DemandManagementには、DemandManagerが使用するデフォルトのポートレットセットを表示する、

事前設定された [DemandManager]ページ (図6-1を参照 )が用意されています。情報ニーズに応じて、

ページ上に追加のデマンド関連ポートレットを表示し、各ポートレットが表示するデータをカスタマイズでき

ます。

本章では、 [DemandManager]ページに表示されるデフォルトのポートレットの説明、およびページに追加

できるデマンド関連ポートレットについて説明します。 [DemandManager]ページに表示されるポートレット

をカスタマイズする方法に関する情報もあります。 [DemandManager]ページをPPMDashboardに追加す

る方法については、『スタートアップガイド』を参照してください。
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図6-1. [Demand Manager]ページ
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[Demand Manager]ページ上のポートレット
この項では、 [DemandManager]ページに表示されるデフォルトのポートレットについて説明します。これら

のポートレットをカスタマイズする方法については、「ポートレットプリファレンスの設定」(110ページ)を参照し

てください。

[デマンド集計]ポートレット
[デマンド集計 ]ポートレット (図6-2)は、組織へのデマンドの概要をグラフィックで示します。グラフのセクショ

ンをドリルダウンすると、デマンドカテゴリを満たすようにスケジューリング、デマンドを却下、表示するデータ

のフィルタを選択できます。

[デマンド集計 ]ポートレットの構成に使用できるすべてのフィルタフィールドの説明を表示するには、ポート

レットの右上隅にある [ヘルプ]アイコン をクリックします。

図6-2. [デマンド集計 ]ポートレット
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[部署別デマンド]ポートレット
[部署別デマンド ]ポートレット (図6-3)は、デマンドのさまざまな領域のグラフィカルサマリビューです。ポート

レットをカスタマイズすると、 [部署 ]、 [デマンドタイプ]、 [優先度 ]などに基づいてデマンド情報を表示できま

す。特定のグループ化 (数 )内のデマンドエントリの個数、またはグループ化されたデマンドの統合された

工数を基に、ポートレットを構成してグループ化された情報を表示することもできます。

図6-3. [部署別デマンド ]ポートレット

[部署別デマンド ]ポートレットを構成できるすべてのフィルタフィールドの説明を表示するには、ポートレット

の右上隅にある [ヘルプ]アイコン をクリックします。

[ビジネスイニシアチブ別デマンド]ポートレット
[ビジネスイニシアチブ別デマンド ]ポートレット (図6-4)は、デマンドのさまざまな側面のグラフィカルビューで

す。このポートレットは、デマンドを [部署 ]、 [デマンドタイプ]、 [優先度 ]などによってグループ化できるサマリ

を示します。

特定のグループ化 (数 )内のデマンドエントリの個数、またはグループ化されたデマンドの統合された工数

を基に、ポートレットをカスタマイズしてグループ化された情報を表示することもできます。

図6-4. [ビジネスイニシアチブ別デマンド ]ポートレット
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[ビジネスイニシアチブ別デマンド ]ポートレット用に構成できるすべてのフィルタフィールドの説明を表示する

には、ポートレットの右上隅にある [ヘルプ]アイコン をクリックします。

[部署別SLA例外]ポートレット
[部署別SLA例外 ]ポートレット (図6-5)は、サービスレベルアグリーメント (SLA)に含まれるすべてのオープ

ンされているデマンドを棒グラフで表示します。SLAはリクエストタイプルールで設定されます。このポート

レットは、デマンドに関連するアクティブなSLAを表示し、違反は赤色で強調表示します。

違反するリクエストのリストを表示するには、 [これらの例外の表示 ]をクリックしてください。このポートレット

に表示されるSLA情報は、 [部署 ]、 [アプリケーション]、 [デマンドタイプ]などに基づいてデマンドをフィルタ

することでカスタマイズできます。

図6-5. [部署別SLA例外 ]ポートレット

[部署別SLA例外 ]ポートレットを構成できるすべてのフィルタフィールドの説明を表示するには、ポートレッ

トの右上隅にある [ヘルプ]アイコン をクリックします。

[イニシアチブの承認待ち]ポートレット
[イニシアチブの承認待ち]ポートレット (図6-6)は、PPMCenterリクエストに関する一般的な情報を表示

します。これには、説明およびステータスが含まれます。このポートレットは、 [リクエストリスト ]ポートレットと

同じリクエスト基準でフィルタできますが、より詳細なリクエスト情報を表示します。
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このポートレットをカスタマイズして、 [リクエストリスト ]ポートレットに表示される情報と同じ情報を表示し、

さらにより詳細な情報も表示できます。

図6-6. [イニシアチブの承認待ち]ポートレット

[イニシアチブの承認待ち]ポートレットを構成できるすべてのフィルタフィールドの説明を表示するには、

ポートレットの右上隅にある [ヘルプ]アイコン をクリックします。

ポートレットプリファレンスの設定
ポートレットが表示するデータ、およびある程度のデータの表示方法を設定できます。

ポートレットのプリファレンスを設定するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 編集するポートレットが表示されているPPMDashboardページを開きます。

3. ポートレットの右上隅にある [編集 ]アイコンをクリックします。

[プリファレンスの編集 : <ポートレット名>]ページが開きます。

4. ページに表示されるポートレットのタイトルを変更するには、次の手順を実行します。
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a. ページの上部にある [タイトルを変更 ]をクリックします。

[ポートレットタイトルの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. [タイトル] フィールドで、現在のタイトルを選択し、新しいタイトルを入力します。

c. タイトルを保存するには、 [変更 ]をクリックします。

5. [プリファレンス]セクションと [表示列の選択 ]セクションで、必要な変更を行います。

注 : [プリファレンス]セクションでコントロールの説明を表示するには、ポートレットに戻り、右上隅

にある [ヘルプ]アイコンをクリックします。

6. [完了 ]をクリックします。

ポートレットに変更が反映されます。

ポートレットの使用については、次のドキュメントを参照してください。

l ポートレットとモジュールの作成

l 標準インタフェースのカスタマイズ

l スタートアップガイド
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、以下の

情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on HP Demand Management User’s Guide (Project and Portfolio Management
Center 9.30)

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新規

メッセージに貼り付け、HPSW-BTO-PPM-SHIE@hp.com宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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